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◎ 流通科学研究所 国際セミナー

◎ 学生企画・活動 カラフルなかじょ～お弁当の日
栄養科学研究科
２０周年
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「また、ですか
～」「先生は文章が上手」

１
年
次
は
、
学
生
た
ち
の
自
由
な
発

想
で
子
ど
も
が
楽
し
め
る
オ
ブ
ジ
ェ

や
遊
具
を
作
り
、
２
年
次
に
な
る
と
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
３
人
１
組
で
卒
論

を
書
く
こ
と
で
、
論
理
的
思
考
を
学

ん
で
い
き
ま
す
。

橋
本
先
生
か
ら
頂
い
た
論
理
に
つ

い
て
の
資
料
の
冒
頭
に
は
、「
倫
理

を
知
ら
な
い
研
究
者
は
研
究
を
論
じ

る
資
格
は
な
い
。
論
理
を
知
ら
な
い

教
育
者
は
教
育
を
論
じ
る
資
格
は
な

い
」
と
あ
り
ま
す
。
橋
本
ゼ
ミ
で
最

も
重
視
す
る
点
は
「
論
理
的
思
考
を

養
う
」
こ
と
。
保
育
士
や
幼
稚
園
教

諭
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
、
な
に

よ
り
大
切
な
こ
と
だ
と
橋
本
先
生
は

言
い
ま
す
。

「
世
の
中
に
は
良
い
物
も
悪
い
物

も
両
方
あ
り
ま
す
。
両
方
見
る
こ
と

で
本
質
が
見
え
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、

わ
が
ま
ま
で
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

子
ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
を
探
す
と
同

時
に
、
笑
顔
で
素
直
な
子
ど
も
の
悪

い
と
こ
ろ
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
笑
顔
の
奥
に
大
き
な
陰
が
あ

る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。
思
い

込
み
の
強
い
『
だ
ろ
う
保
育
』
で
は

な
く
、
可
能
性
を
考
え
る
『
か
も
し

れ
な
い
保
育
』
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
か
ら
で
す
」
と
橋
本
先
生
。

橋
本
ゼ
ミ
で
は
、
１
年
次
は
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を
使
っ
た

オ
ブ
ジ
ェ
や
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
小
さ
な
家
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
自

由
に
モ
ノ
を
作
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

２
年
次
に
な
る
と
、
３
名
が
１
グ

ル
ー
プ
に
な
り
、
グ
ル
ー
プ
で
テ
ー

マ
を
決
め
、
卒
論
と
し
て
ま
と
め
ま

す
。
学
生
た
ち
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ニ

メ
と
漫
画
の
影
響
に
つ
い
て
」「
お

菓
子
の
歴
史
に
つ
い
て
」「
早
期
教

育
に
つ
い
て
」
な
ど
様
々
。「
星
の

王
子
様
に
つ
い
て
」
調
べ
る
学
生
は

「
お
話
の
背
景
に
戦
争
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
ネ
ッ
ト
や
本
を
参
考
に
し

て
調
べ
て
い
ま
す
。
作
者
の
残
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
き
た
い
」
と

意
欲
満
々
で
す
。

３
人
１
組
に
す
る
の
は
、
責
任
感

を
身
に
つ
け
る
の
に
一
番
だ
と
橋
本

先
生
。
１
人
が
や
ら
な
い
と
２
人
に

迷
惑
が
か
か
る
の
で
、
３
人
が
バ
ラ

ン
ス
良
く
取
り
組
む
の
だ
そ
う
。「
短

大
で
卒
論
を
書
く
の
は
こ
の
ゼ
ミ
だ

け
で
す
。
保
育
者
と
し
て
必
要
な
の

は
、
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
、
知

識
と
技
術
、
な
る
と
い
う
覚
悟
。
な

る
と
決
め
た
か
ら
に
は
、
自
分
を
鍛

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
情
報
収

集
能
力
、
情
報
解
析
能
力
、
情
報
発

信
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
卒
論

を
書
く
の
で
す
。
ま
た
、
表
現
し
た

い
こ
と
を
言
葉
に
し
て
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
文
章
指
導
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
」。

身
近
な
テ
ー
マ
を
題
材
に
、
論
理

的
思
考
力
や
言
葉
に
し
て
伝
え
る
力

を
磨
き
な
が
ら
、
学
生
た
ち
は
日
々

成
長
し
て
い
ま
す
。

短期大学部 幼児保育学科

橋本ゼミ
２年生 ３１人

橋本 弘治先生講師

物事を真と偽に分け、論理的思考を養う
－世の中の善と悪の両方から本質を見抜く－

やり直し～！
（橋本先生の口癖）
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０１

わ
が
ゼ
ミ
案
内

短
期
大
学
部
幼
児
保
育
学
科

橋
本
弘
治
ゼ
ミ

０５

カ
ラ
フ
ル
な
か
じ
ょ
お
弁
当
の
日

【
卒
業
生
の
ペ
ー
ジ
】

０７

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

就
職
課
コ
ラ
ム

１９

E
V
E
N
T
&
N
E
W
S

■

学
内
の
行
事

■

教
員
表
彰

■

研
究
助
成
・
受
託
研
究
採
択

栄
養
科
学
研
究
科
２０
周
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

０３

未
来
に
つ
な
が
る
栄
養
科
学
を
研
究
す
る

中
村
学
園
大
学
流
通
科
学
研
究
所

０４

第
５
回
国
際
セ
ミ
ナ
ー
開
催

１５

中
村
学
園
田
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

治
水
対
策
に
つ
い
て

１６

曙
寮
運
動
会

付
属
幼
稚
園
だ
よ
り

０６

中
村
学
園
三
陽
中
学
校
で

学
校
給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。

０８

平
成
２１
年
度
卒
業
生

就
職
状
況

０９

平
成
２３
年
度

入
学
試
験
の
お
知
ら
せ

１１

学
校
法
人
中
村
学
園

平
成
２１
年
度
決
算

１３

学
校
法
人
中
村
学
園

平
成
２２
年
度
予
算

１７

女
子
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

黒
木
優
子
さ
ん

中
国
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
３
位
に
見
事
勝
利
！

１８

平
成
２２
年
度【
第
３７
回
】

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ



食
と
疾
病
予
防
が
主
要
な
テ
ー
マ

栄
養
科
学
と
は
食
物
と
ヒ
ト
を
つ
な
ぐ
学
問
で
す
。
こ

の
点
と
点
を
つ
な
い
だ
線
上
で
、
広
が
り
の
あ
る
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
６０
兆
個
あ
る
ヒ
ト
の
細

胞
を
維
持
で
き
る
の
は
、
ヒ
ト
が
体
外
か
ら
食
物
を
摂
取

で
き
、
消
化
、
吸
収
し
て
栄
養
と
し
て
代
謝
さ
れ
、
余
剰

な
物
を
体
外
に
排
泄
で
き
る
機
能
が
あ
る
た
め
で
す
。
し

か
し
、
ヒ
ト
の
歴
史
か
ら
言
う
と
、
現
代
の
よ
う
に
食
物

を
何
時
で
も
、
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
る
環
境
は
ご
く
最

近
の
こ
と
で
す
。
近
年
、
食
品
の
機
能
性
、
栄
養
の
生
理

機
能
な
ど
栄
養
科
学
の
分
野
は
飛
躍
的
に
発
展
し
ま
し
た

が
、
現
在
の
よ
う
な
飽
食
の
時
代
に
食
物
摂
取
の
異
常
が

原
因
で
起
こ
る
疾
患
、
た
と
え
ば
糖
尿
病
や
癌
が
加
速
度

的
に
増
え
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
栄
養
科
学
の
研
究
が

進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
栄
養
摂
取
の
異

常
が
発
端
と
な
り
疾
病
を
抱
え
て
い
く
と
い
う
現
状
を
容

認
し
て
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
食
い
止
め
る
こ
と

が
こ
れ
か
ら
の
栄
養
科
学
研
究
科
に
課
さ
れ
た
使
命
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

�
栄
養
を
科
学
�
す
る
大
学
院

直
面
し
て
い
る
問
題
は
、
根
拠
の
な
い
食
に
関
す
る
情

報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
○
○
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
○

○
を
食
べ
て
癌
が
消
え
た
な
ど
は
そ
の
最
た
る
例
で
す
。

こ
の
よ
う
な
情
報
に
消
費
者
は
踊
ら
さ
れ
、
サ
プ
リ
メ
ン

ト
や
特
定
の
食
品
を
食
べ
る
あ
ま
り
、
食
事
の
基
本
は
ボ

ロ
ボ
ロ
と
い
っ
た
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
氾
濫
す
る
こ
れ

ら
の
情
報
を
正
確
に
評
価
で
き
る
こ
と
は
必
須
で
あ
り
、

そ
の
上
で
根
拠
の
あ
る
研
究
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
社
会

に
還
元
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
、
栄
養
科
学

が
食
物
と
ヒ
ト
の
線
上
に
あ
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
試
験
管
や
動
物
レ
ベ
ル
の
こ
と
が
実
際
に
臨
床
に

応
用
で
き
る
の
か
、
疫
学
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

が
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る

の
か
、in

vitro

（
試
験
管
レ
ベ
ル
）
とin

vivo

（
生
体
レ

ベ
ル
）
を
総
合
的
に
科
学
的
視
点
で
捉
え
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
す
。
本
学
の
栄
養
科
学
研
究
科
に
は
こ
れ
ら
の
研

究
が
行
え
る
施
設
が
整
備
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研

究
を
進
め
て
お
り
、
多
く
の
成
果
を
国
内
外
で
発
表
し
て

い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
か
ら
「
栄
養
科
学
に
基
づ
く
癌
予

防
」
の
研
究
が
文
部
科
学
省
の
「
大
学
の
特
色
を
生
か
し

た
研
究
」
と
し
て
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
に
も

採
択
さ
れ
る
な
ど
活
発
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

栄
養
科
学
研
究
科
を
志
望
す
る

学
生
さ
ん
へ

こ
れ
ま
で
の
学
部
教
育
で
は
過
去
の
研
究
者
が
積
み
上

げ
た
既
存
の
知
識
を
詰
め
込
む
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
大
学
院
で
は
知
識
を
受
容
す
る
立
場
か
ら
供

給
す
る
立
場
へ
と
な
る
こ
と
が
最
終
目
標
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
疑
問
を
持
ち
科
学
的
視
点
で
解

釈
し
解
決
策
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
能
力
、
こ
れ
ら
は

一
見
簡
単
な
よ
う
で
す
が
、
真
の
探
求
心
を
持
っ
た
者
に

し
か
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
経
験
は
将
来
ど
の
よ
う
な
職
業

に
つ
こ
う
と
も
、
必
ず
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
未
来
の

栄
養
学
の
根
幹
と
な
る
よ
う
な
研
究
を
私
ど
も
と
一
緒
に

行
い
、
次
世
代
の
栄
養
学
の
歴
史
を
築
く
担
い
手
と
な
り

ま
し
ょ
う
。

栄養科学研究科２０周年インタビュー

未来につながる
栄養科学を研究する

中野修治●栄養科学研究科長

平成２年に開設された栄養科学研究科は今年２０周年を

迎えました。栄養学系では西日本随一の高度研究機関と

して社会に貢献しながら大きな研究成果を上げ、時代を担

う研究者、栄養科学の専門家を育成しています。今までの

成果と今後の取り組みについて、同研究科長の中野修治

教授に伺いました。
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崔 炳玉氏馬 増俊氏植田 孝氏甲斐 諭所長

【共通テーマ】 アジアの食料消費形態の変化と卸売市場の
展開方向～日中韓の新動向～

【コーディネート】 流通科学研究所 所長 教授 甲斐 諭

【講師・テーマ】 大果大阪青果株式会社 代表取締役社長 植田 孝
「日本の食料消費形態の変化と卸売市場の展開方向」

マ ゾンジュン

中国全国城市農貿中心連合会 会長 馬 増俊
「中国の食料消費形態の変化と卸売市場の展開方向」

チェ ビョン オ

韓国農村経済研究院 部研究委員・博士（農学） 崔 炳玉
「韓国の食料消費形態の変化と卸売市場の展開方向」

平成２２年６月１９日�、本学西２号館４階
で第５回目となる「流通科学研究所国際セ

ミナー」が開催されました。研究者や一般

の方はもちろん、日本の卸売業界関係者、

中国から卸売業界の視察団の方々も多数参

加し、国際色豊かなセミナーとなりました。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
、
流
通
科
学
研
究
所
長
の
甲

斐
諭
教
授
が
講
師
紹
介
と
解
題
を
行
い
、
食
料
消
費
構

造
の
変
化
の
要
因
を
●１
人
口
の
増
減
（
高
齢
化
・
少
子

化
）、
●２
食
の
簡
便
化
傾
向
（
外
部
化
）、
●３
製
造
・
加

工
段
階
の
技
術
開
発（
輸
入
冷
凍
・
冷
蔵
食
品
の
増
加
）、

●４
経
済
の
状
況
（
所
得
の
増
減
・
安
全
安
心
志
向
）
に

求
め
た
う
え
で
、
日
本
だ
け
で
な
く
中
国
や
韓
国
で
も

同
じ
状
況
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

最
初
の
講
演
は
、
東
京
の
大
田
市
場
に
次
い
で
日
本

第
２
位
の
取
引
量
を
誇
る
大
果
大
阪
青
果
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
の
植
田
孝
氏
で
、
テ
ー
マ
は
「
日
本
の

食
料
消
費
形
態
の
変
化
と
卸
売
市
場
の
展
開
方
向
」。

植
田
社
長
は
、
昭
和
５０
年
代
に
流
行
っ
た
産
地
直
送
の

試
み
は
今
で
は
ほ
と
ん
ど
が
撤
退
し
て
お
り
、
現
在
の

ス
ー
パ
ー
で
は
む
し
ろ
大
手
か
ら
仕
入
れ
た
い
と
い
う

意
識
が
高
い
こ
と
、
市
場
経
由
率
が
下
が
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
が
、
国
産
の
生
鮮
食
料
品
の
９３－

９４
％
は
市

場
経
由
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
今
後
は
卸
売
業
界
が

団
結
し
て
無
意
味
な
競
争
を
防
ぐ
こ
と
も
大
切
で
は
な

い
か
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
農
家
が
無

く
な
れ
ば
日
本
は
滅
び
る
と
注
意
を
喚
起
し
て
講
演
を

終
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
中
国
全
土
４
、０
０
０
か
所
の
市
場
で
農

産
物
を
束
ね
る
連
合
会
の
会
長
で
あ
り
、
世
界
の
卸
売

市
場
協
会
の
理
事
も
務
め
る
馬
増
俊
氏
が
「
中
国
の
食

料
消
費
形
態
の
変
化
と
卸
売
市
場
の
展
開
方
向
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。
馬
会
長
は
、
中
国
の
卸
売

市
場
の
特
徴
と
し
て
、
●１
投
資
主
体
が
様
々
で
あ
る
こ

と
、
●２
日
本
で
は
価
格
の
安
定
な
ど
公
益
性
が
高
い
が
、

中
国
で
は
営
利
目
的
が
強
い
こ
と
、
●３
取
引
形
式
も
競

り
で
は
な
く
、
相
手
へ
の
現
物
相
対
取
引
が
中
心
で
あ

る
こ
と
、
●４
経
営
規
模
が
小
さ
く
流
動
性
が
強
い
が
、

最
近
で
は
グ
ル
ー
プ
化
経
営
が
加
速
し
、
個
体
市
場
の

規
模
も
急
激
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
。

最
近
で
は
、
供
給
の
保
障
や
価
格
の
安
定
と
い
っ
た
公

益
的
機
能
へ
の
転
換
も
見
ら
れ
、
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
機
能

や
配
送
機
能
の
強
化
、
廃
棄
物
の
有
効
な
処
理
な
ど
、

市
場
の
新
機
能
が
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
、
卸
売
市
場
が

国
際
農
産
物
貿
易
の
新
た
な
土
台
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

３
番
目
は
韓
国
農
村
経
済
研
究
院
の
部
研
究
委
員
で

あ
り
農
学
博
士
の
崔
炳
玉
氏
が
「
韓
国
の
食
料
消
費
形

態
の
変
化
と
卸
売
市
場
の
展
開
方
向
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
し
た
。

崔
博
士
は
、
韓
国
の
食
品
消
費
変
化
の
要
件
に
つ
い

て
、
●１
所
得
増
加
と
所
得
の
両
極
化
な
ど
経
済
的
要
因
、

●２
高
齢
化
な
ど
の
人
口
社
会
的
要
因
、
●３
就
業
女
性
の

増
加
な
ど
女
性
の
経
済
活
動
増
大
、
●４
大
型
ス
ー
パ
ー

の
拡
大
と
電
子
取
引
の
活
性
化
な
ど
流
通
環
境
の
変
化

を
挙
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
卸
売
市
場
を
め
ぐ
る
農
産
物

流
通
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
産
地
と
消
費
地
の
規
模
化

が
進
み
、
直
接
取
引
や
電
子
取
引
の
比
重
が
増
加
し
て

い
る
現
状
を
説
明
し
た
上
で
、
こ
う
し
た
流
通
の
変
化

に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
卸
売
市
場
の
位
相
は
弱
く
な
る

と
し
て
、
物
流
効
率
性
と
価
格
効
率
性
の
向
上
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
、
中
国
の
消
費
形
態
の
変
化
や
中
韓
の

消
費
拡
大
政
策
と
い
っ
た
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ

の
日
の
参
加
者
数
は
１
７
５
名
。
時
間
が
足
り
な
く
な

る
ほ
ど
の
活
発
な
質
問
に
、
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
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福
岡
市
内
の
大
学
に
広
が
る

�
お
弁
当
の
輪
�

九
州
大
学
で
始
ま
っ
た
と
い
う
『
お
弁
当

の
日
』。
週
に
一
度
、
お
弁
当
の
テ
ー
マ
が

設
け
ら
れ
、
一
人
一
品
持
ち
寄
る
と
い
う
お

も
し
ろ
い
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
、
現
在
、

福
岡
大
学
や
西
南
学
院
大
学
な
ど
福
岡
市
内

の
大
学
に
�
お
弁
当
の
輪
�
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

中
村
学
園
大
学
で
も
栄
養
科
学
部
の
学
生

の
間
で
２
０
０
７
年
秋
か
ら
『
カ
ラ
フ
ル
な

か
じ
ょ
〜
お
弁
当
の
日
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は
同
学
部
３
、
４
年
生
の
８

名
。「
作
る
楽
し
さ
、
食
べ
る
楽
し
さ
、
感

謝
す
る
気
持
ち
を
学
ぶ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

毎
週
水
曜
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
一
品
を
持
ち

寄
り
ま
す
。

父
の
日
、
七
夕
な
ど
テ
ー
マ
は
様
々
で
す

が
、
取
材
日
の
テ
ー
マ
は
『
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ

イ
ド
』。
カ
ラ
フ
ル
で
見
た
目
き
れ
い
な
料

理
が
並
び
ま
し
た
。「
こ
の
取
り
組
み
を
始

め
た
の
は
先
輩
た
ち
で
、
私
た
ち
が
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
毎
回
の
テ
ー
マ
は
決
め
ま
す
が
、

そ
の
他
の
食
材
や
担
当
者
な
ど
は
決
め
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
参
加
で
き
る
と
き
に

無
理
な
く
作
れ
、
み
ん
な
で
持
ち
寄
っ
て
味

わ
う
お
弁
当
の
楽
し
さ
を
優
先
さ
せ
た
い
か

ら（
笑
）
」
と
代
表
の
乗
富
麻
未
さ
ん
（
４
年
）。

美
味
し
い
取
り
組
み
を
続
け
る
学
生
た
ち

に
、
自
慢
の
料
理
を
解
説
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

栄養科学部の学生ら中心に週に１回開催中！

生春巻き

●作 中野友絵さん（４年）
家でよく作る得意料理、生春巻き
を作りました。結婚式はソースにい
ろいろこだわるので、バジルソー
スとトマトチリソースの２種類。み
んなの料理を食べて、自分にはな
い料理の発想や盛り付けが勉強
になります。

白玉のフルーツポンチ

●作 出地祐美さん（３年）
白玉に色をつけ、お祝いの日にふ
さわしいカラフルなフルーツポン
チを作りました。リンゴは花形に切
り、夏のさわやかさを出すために、
ユズはちみつベースのシロップに
しました。

牛肉の赤ワイン煮込み

●作 堀田麻紀子さん（３年）
結婚式の豪華さを演出するため
に、牛肉を使ってみました。愛の香
りとして知られているシナモンを
加え、赤ワインで２時間程煮込ん
でいます。

チラシ寿司

●作 古庄未弥さん（３年）
今日は初めての参加で、朝５時半
に起きて作りました。テーマが
ジューンブライドなので、見た目
華やかにみえるよう、ピンクので
んぶを散らしてみました。中には
鮭フレークが入っています。

海鮮チラシ寿司

●作 代表 乗富麻未さん（４年）
先日、従兄弟の結婚式で出た海
鮮チラシを作りました。サーモンを
花のように飾り付けています。み
んなの盛り付け味付けに興味
津々。なによりみんなで楽しく、お
いしく食べられます。

ケーキ寿司

●作 陶山純子さん（４年）
お祝いと言ったらケーキとお寿司
のイメージなので、一緒にしてみ
ました。結婚式らしく全体をハート
形にして、人参や大根もハート形
に切ってかわいらしく演出。料理
を考える時点で、テーマに関連し
た食材や料理について調べるの
は意外におもしろいです。

●ブログもあります。

http://d.hatena.ne.jp/kaori0930/

★参加者募集中！★
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�
食
の
中
村
�
と
い
わ
れ
る
大
学
と
の
強
い
連
携
に
よ
っ
て
実
現
。

福
岡
県
内
の
私
立
中
学
で
初
の
試
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
村
学
園
大
学
併
設
校
の
三
陽
中
学
校

（
福
岡
市
西
区
）
で
は
、
新
１
年
生
を
対
象

に
学
校
給
食
を
開
始
し
ま
し
た
。
県
内
の
私

立
中
学
初
の
試
み
と
あ
っ
て
、
保
護
者
や
学

校
関
係
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

４
月
１９
日
（
食
育
の
日
）
の
見
学
会
に
参

加
し
た
保
護
者
た
ち
が
、
実
際
の
メ
ニ
ュ
ー

を
味
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
献
立
は
「
た

け
の
こ
ご
飯
、
さ
く
ら
麩
の
澄
ま
し
汁
、
チ

キ
ン
の
照
焼
生
野
菜
添
え
、
こ
ん
に
ゃ
く
と

レ
ン
コ
ン
の
含
め
煮
、
菜
の
花
の
お
浸
し
」

と
盛
り
だ
く
さ
ん
。

こ
れ
は
、
大
学
の
「
食
育
館
」
の
献
立
を

ベ
ー
ス
に
、
男
子
中
学
生
の
食
事
摂
取
基
準

を
満
た
す
よ
う
考
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

和
食
の
基
本
の
形
で
あ
る
「
一
汁
三
菜
」
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
身
体
の
調
子
を
整
え

る
う
え
に
、
四
季
折
々
の
旬
の
食
材
や
日
本

の
食
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中

村
学
園
の
学
園
祖
・
中
村
ハ
ル
先
生
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
大
学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
学
園
事

業
部
の
技
術
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
実
現
し

た
学
校
給
食
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
食
べ
る
環
境
も
大
切
で
す
。
新
し

く
作
ら
れ
た
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
杉
材
の
テ
ー

ブ
ル
や
い
す
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
器
は
、

八
女
市
立
花
町
産
の
竹
を
使
っ
た
竹
樹
脂
食

器
に
漆
塗
装
し
た
も
の
を
採
用
。
軽
く
割
れ

に
く
い
う
え
に
、
熱
く
な
ら
な
い
の
が
特
長

で
す
。
ま
た
、
製
造
か
ら
焼
却
ま
で
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
よ
り
大

幅
に
削
減
さ
れ
て
お
り
、
環
境
面
に
も
配
慮

さ
れ
た
エ
コ
食
器
で
す
。

こ
の
食
器
が
縁
と
な
り
、
三
陽
中
学
保
健

委
員
会
の
生
徒
が
八
女
市
立
花
町
の
８
小
中

学
校
で
環
境
授
業
を
行
う
な
ど
、
い
い
繋
が

り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
給
食
導
入
は
生
徒
・
保
護
者
と
も

に
好
評
で
す
。
食
や
教
育
が
見
直
さ
れ
る
昨

今
、
学
校
給
食
の
導
入
は
、
子
ど
も
の
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
う
え
で
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
そ
う
で
す
。

TOPIC
三陽の制服が、新しくなりました。
動きやすくて着心地がいいと評判
です。

中
村
学
園
三
陽
中
学
校
で

学
校
給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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生
ー

業
ュ

卒
ビタンイ

就職課
コラム

危
機
的
状
況
で
も
笑
う
。

笑
顔
は
子
ど
も
た
ち
に

安
心
感
を
与
え
ま
す
。

３
年
目
の
今
で
さ
え
鏡
の
前
で
練
習
の
日
々
。

幼
稚
園
教
諭

坂
本

裕
美
さ
ん

平
成
１９
年
度
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部

幼
児
保
育
科（
現
幼
児
保
育
学
科
）卒
業

小
さ
い
時
か
ら
子
ど
も
が
大
好
き
。
幼
稚

園
の
年
少
組
の
こ
ろ
、
優
し
く
て
大
好
き
な

先
生
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
か
ら

幼
稚
園
の
教
諭
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
。
高

校
進
学
の
際
に
は
、
幼
稚
園
の
教
諭
に
な
る

た
め
に
は
音
楽
が
で
き
た
ら
有
利
だ
と
思
い
、

芸
術
音
楽
専
攻
の
高
校
へ
。
大
学
は
、
就
職

率
が
高
く
幼
児
保
育
科
（
現
在
の
幼
児
保
育

学
科
）
の
あ
る
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部

へ
進
む
…
。
夢
に
向
か
っ
て
ま
っ
し
ぐ
ら
で

し
た
。

高
校
時
代
に
体
育
祭
の
長
を
や
っ
た
り
、

大
学
で
は
学
園
祭
の
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
で
司

会
を
し
た
り
と
昔
か
ら
前
に
出
る
こ
と
が
得

意
で
し
た
。
ま
た
、
明
る
い
性
格
な
の
で
、

幼
稚
園
の
教
諭
に
向
い
て
る
だ
ろ
う
と
自
分

で
は
思
っ
て
お
り
、
周
囲
か
ら
も
そ
う
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
幼
稚
園
で
働
い
て
み
る
と
、
そ
ん

な
気
持
ち
が
打
ち
砕
か
れ
ま
し
た
。
働
き
始

め
て
１
年
目
。
年
少
の
担
任
を
受
け
持
つ
こ

と
に
な
り
、
主
任
が
副
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

く
れ
る
も
の
の
、
２８
名
を
一
人
で
見
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状

態
で
と
に
か
く
不
安
で
し
た
。
私
が
不
安
な

顔
を
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
た
ち
ま
で
不
安

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
に
か
く
楽
し
ん

で
、
子
ど
も
た
ち
と
接
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
先
輩
方
に
も「
常
に
笑
顔
で
」と
注
意
さ

れ
る
し
、
自
分
で
も
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
実
際
に
は
全
く
笑
顔
が
出
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
笑
え
な
い
の
で
す
。

そ
の
と
き
言
わ
れ
た
の
が
「
危
機
的
状
況

で
も
笑
う
」
こ
と
。
そ
の
後
、
徐
々
に
笑
顔

が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
今

で
も
課
題
に
な
っ
て
い
て
、
毎
日
、
鏡
に
向

か
っ
て
笑
顔
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
私
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
に
こ
こ
ま
で
し
か
で
き
な

い
と
い
う
ラ
イ
ン
を
引
か
な
い
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
さ
か
上
が
り
が
で
き
な
い
子
が
い

る
と
し
ま
す
。「
で
き
な
く
て
い
い
よ
」
で

は
な
く
、「
今
日
は
、
こ
こ
ま
で
は
で
き
る
」

と
い
う
で
き
る
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
あ
げ
ま
す
。

褒
め
た
り
励
ま
し
た
り
し
つ
つ
可
能
性
を
伸

ば
す
こ
と
が
な
に
よ
り
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
す
る
と
、
あ
る
日
突
然
「
先
生
、
さ

か
上
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
喜

ん
で
報
告
に
来
て
く
れ
る
の
で
す
。
こ
の
瞬

間
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

長
丘
幼
稚
園
に
は
、
尊
敬
で
き
る
先
輩
方

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
特
に
主
任
は
憧
れ
で

す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
に
対
し
て
も
笑

顔
で
、
子
ど
も
が
本
来
持
っ
た
能
力
の
引
き

出
し
方
が
ま
る
で
違
い
ま
す
。
私
も
、
早
く

主
任
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
と
に
か
く
大
学
で

学
ん
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
し
っ
か
り
楽
し
ん

で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
就
職
し
て
は
じ
め

て
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
の
重
要
さ
が
身
に

し
み
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
も
っ
と

き
ち
ん
と
勉
強
し

て
お
け
ば
と
思
う

時
が
必
ず
あ
り
ま

す
。
今
で
き
る
こ

と
は
し
っ
か
り
学

ん
で
お
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

新聞を“読む習慣（クセ）”をつけよう！

新聞は、活字情報の中で最もニュース性の高い資料で

す。業界の動向や景気の変動など、企業などに関する情

報も豊富です。志望業種を絞り込むなどして、自分の興

味が明確になれば、さらにどこを読めばいいか判断でき

るようになるはずです。新聞を読むことで、就職試験の

一般常識、時事問題の対策がグッと楽になります。もし

新聞を読む習慣がないのなら、今すぐにでも“読む習慣

（クセ）”をつけましょう。

76

07



総合職�
52.9％�

営業�
17.0％�

事務�
17.0％�

その他�
6.5％�

卸小売�
39.5%

サービス・�
飲食�
32.1%

金融・保険�
9.9%

製造�
7.4%

情報�
通信�
4.9%

卸小売�
42.3%

製造 19.2%

教育 1.2%

運輸 2.5%
医療・福祉 1.2%

サービス 15.4%

販売販売�
6.5％�
販売�
6.5％�

教育 10.0%

サービス10.0%

建設 1.2%

情報通信 15.4%

金融・保険 7.7%

サービス 19.2%

建設・不動産 11.5%
教育 7.7%
製造 7.7%

医療・福祉 3.8%
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卸小売�
70.0%

製造 30.0%
小売 40.0%

公務員 30.0%
飲食 10.0%

卸小売 23.1%

金融・保険�
23.1%

事務�
50.3％�

販売�
15.7％�

総合職総合職�
8.5％�
総合職�
8.5％�

その他�
13.1％�

営業 5.2％�
サービス 7.2％�

金融・保険�
29.9%

製造�
14.3%

サービス�
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医療・福祉�
7.8%

卸小売�
9.1%

建設・不動産 7.8%
運輸 2.6%
その他 10.4%

情報通信 5.0%
教育 5.0%

サービス�
30.0%

卸小売�
83.3%

卸小売 23.1%
サービス 4.2%
製造 12.5%

金融・保険 30.8%

サービス 23.1%
その他 23.1%

医療・福祉 54.5%

サービス 27.3%
飲食・宿泊 18.2%
金融・保険 37.5%

卸小売 25.0%

その他 25.0%

卸小売 15.0%
飲食・宿泊 20.0%

運輸 12.5%

運輸 10.0%

金融・保険 5.0%
医療・福祉 10.0%
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17.3％�

その他�
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22.4%
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7.0%
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8.4%
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40.6%
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4.9％�
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4.9％�

製造�
8.4%
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7.7%

サービス 1.4%
情報通信 1.4%

教育 3.1%

高校 44.4%
短大 22.2%

専門学校 11.1%ガス 3.1%
情報通信 3.1%
サービス 3.1%

公務員 9.4%

卸小売 25.0%

飲食・宿泊 12.5%

大学 11.1%

医療・福祉 11.1%
飲食・宿泊 100%

保育園�
41.1%

受託給食�
28.9%

飲食・宿泊 5.0%
製造 5.0%

金融・保険 15.0%

サービス�
25.0%

卸小売�
30.0%

製造�
6.7%

その他 1.8％�

卸小売 �
3.3%

公務員 5.0%

飲食・宿泊 100%
医療・福祉 15.0%

事務 他�
17.9％�

栄養士�
80.4％�

病院�
11.1%

施設�
8.9%

保育士�
52.2％�

総合職総合職 他�
6.1％�
総合職 他�
6.1％�

教員�
40.0％�

その他�
1.7％�

保育園�
83.3%

幼稚園�
93.5%

公務員�
6.5%

サービス 28.6%

卸小売 14.3% 公務員 14.3%

公務員 50.0%
情報通信 14.3%

製造 14.3%

施設 5.0%

不動産 14.3%

医療福祉 50.0%

公務員�
11.7%

教員�
88.1％�

総合職総合職 他�
9.5％�
総合職 他�
9.5％�

小学校�
97.3%

幼稚園�
2.7%

その他�
2.4％�

公務員 100%

卸小売 25.0%
教育 25.0%
運輸 25.0%
サービス 25.0%

教員�
33.7％� 保育士�

62.8％�

事務　他�
3.1％�

保育園�
95.9%

幼稚園�
98.5%

公務員 1.5%
医療・福祉 66.7%

製造 16.7%
金融・保険 16.7%
教育 100%

幼稚園内�
託児施設�
0.8%

公務員 3.3%

その他�
0.5％�

平成２１年度卒業生

就職
状況

就 職 課

大学96.7%短期大学部96.0%の決定
文部科学省発表の「平成２１年度大学等卒業者の就職状況調査（４月１日現在）」によ

ると、大学生の就職率は９１．８パーセント、短大生の就職率は８８．４パーセントでした。“就
職氷河期の再来”と報道される厳しい雇用環境がある中、平成２２年３月卒業生は健闘し
ましたが、企業等への就職状況は厳しい結果でした。
就職では、「基本マナーが身についている学生」「在学中に何かに一生懸命チャレンジ

した学生」が求められています。
日頃の生活習慣を見直し、早期に自分の進路を検討し準備することが大切です。

大 学
■流通科学科
（就職決定率９３．３％）

就職氷河期といわれた昨年
度は、求人受理件数がさらに
減少しました。本学にくる求
人以外にも学外機関と連携を
とりながら求人開拓・紹介を
しています。決定者のうち
８４．３％が学科と関連のある業
界（卸小売、サービス・飲食、
金融・保険、製造業）へ就職
しました。また、大学にきた
求人で決定した割合は前年度
とほぼ変わらず全体の２０％で、
多くは自己開拓（インター
ネット等）で見つけた求人先
へ就職しています。

■人間発達学科 児童発達学専攻
（就職決定率１００％）

就職決定者のうち約９割の学生
が小学校教員（正規教員）を占め
ており、企業、幼稚園の決定者が
約１割の状況です。小学校教員採
用試験の現役合格者は平成２０年度
は延べ１５名でしたが、平成２１年度
は延べ４１名と大幅に合格者が増加
しました。この４１名のうち九州内
の自治体合格者は２３名ですが、九
州以外（東京都、横浜市、大阪府
等）の遠隔地域の自治体にのべ１８
名が合格したことが大きな特徴で
す。小学校教員は正規教員以外に、
臨時的任用教員（常勤講師）、非常
勤講師としても採用されています。

短期大学部
■幼児保育学科
（就職決定率９８．５％）

●就職希望者１９９人／就職決定者１９６人

就職決定者で最も多い職種は保育士で、次い
で幼稚園教諭です。保育士が就職決定者の約６
割を占めています。ほぼ全員が専門職（保育士、
幼稚園教諭）に就職しており、企業に就職した
者は若干名です。近年の特徴として専門職（保
育士、幼稚園教諭）において、臨時職としての
採用が増加しており、中でも保育士決定者の内、
３割を臨時職が占めています。

■キャリア開発学科
（就職決定率９２．７％）

●就職希望者１６５人／就職決定者１５３人

職種の割合は昨年とほぼ変わらず、事務職が
全体の半数以上（５０．３％）を占めており、次い
で販売職、総合職の順となっています。業界の
割合は、金融・保険、サービス、卸小売が全体
の６１．０％を占めています。また、大学に来た求
人から決定した割合は全体の４５．１％で、残り半
数以上は自己開拓（インターネット等）で就職
しています。就職課では、早期化、厳選採用に
合わせたサポート体制を整えており、短大１年
生の６月から就職課主催の説明会がスタートし
ます。また、就職氷河期といわれた昨年度は、
本学にくる求人以外にも学外機関と連携をとり
ながら求人開拓・紹介をしています。

■栄養科学科
（就職決定率９７．９％）

昨年に比べ専門職決定者の
割合が増え、就職希望者の約
８割が専門職に就職していま
す。専門職就職決定者のうち
約３割が受託給食会社で最も
多く、次いで病院が約２割を
占め、幼稚園・保育園、施設の
順となっています（就職決定
者に占める専門職決定者の割
合は平成２０年度：７０．１％、平
成２１年度：７７．３％）。就職決
定者のうち、６割が大学で受
付けた求人により決定し、そ
の他は自己開拓や公務員採用
試験等により決定しています。

■人間発達学科 幼児発達学専攻
（就職決定率９８．３％）

就職決定者で最も多い職種
は保育士で、次いで幼稚園教
諭です。昨年と比較して保育
士の決定者が増加しています。
この専門職（幼稚園教諭、保
育士）決定者が約９割を占め
ており、企業決定者は約１割
未満です。

■食物栄養学科
（就職決定率９６．６％）

●就職希望者１１６人／就職決定者１１２人

昨年に比べ専門職決定者の割合が増え、就職
希望者の約８割が専門職に就職しています。専
門職就職決定者のうち、約４割が保育園で最も
多く、次いで受託給食会社に決定しています（就
職決定者に占める専門職決定者の割合は平成２０
年度：７４．０％、平成２１年度：８０．４％）。保育園
への決定者の多いことが、本学科の特徴と言え
ます。

※平成２２年４月３０日現在

●就職希望者１６４人／
就職決定者１５３人

●就職希望者４２人／
就職決定者４２人

●就職希望者１８９人／
就職決定者１８５人

●就職希望者１１７人／
就職決定者１１５人
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入学試験のお知らせ�平成23年度�

入学定員および募集人員

中村学園大学短期大学部

社
会
人

特
別
入
学
試
験

５
以内

－

若干名

若干名
５
以内

※１推薦入学選考・試験入学選考の合計人数
※上記以外に編入・転入学試験があります。詳しくは入試課までお問い合わせください。（入試課直通電話 ０９２－８５１－６７６２）
※指定校制推薦入学選考については別に定めます。

外
国
人
留
学
生

特
別
入
学
試
験

若干名

若干名

若干名

若干名

試
験
入
学
選
考

３３

１５

４０

８８

推薦入学選考

併
設
校
制

１５
以内
１５
以内
１５
以内
４５
以内

指
定
校
制

６０

１１０

６０

２３０

公
募
制

３７

１０

７５

１２２

入
学
定
員

１５０

１５０

１９０

４９０

入試種別

学 科

食 物 栄 養 学 科

キャリア開発学科

幼 児 保 育 学 科

合 計

中村学園大学

帰
国
子
女

特
別
入
学
試
験

若干名

若干名

若干名

若干名

外
国
人
留
学
生

特
別
入
学
試
験

若干名

若干名

１０
（※１）

若干名
１０

大学入試
センター試験
利用入学試験

後
期

３

５

３

１１

前
期

１２

１５

７

３４

試験入学
選考

後
期

５

５

５

１５

前
期

９０

１００

８５

２７５

推薦入学選考

併
設
校
制

２０
以内
１５
以内
４５
以内
８０
以内

指
定
校
制

－

－

４５

４５

公
募
制

７０

８０

２０

１７０

入
学
定
員

２００

２２０

２２０

６４０

入試種別

学 部

栄 養 科 学 部

教 育 学 部

流 通 科 学 部

合 計

■日程および選考科目

中村学園大学◆公募制・併設校制【栄養科学部・教育学部・流通科学部】◆

平成２２年１１月１日�～１１月１０日� ※締切日必着

平成２２年１１月１８日�

６０分

６０分

本学（福岡）

調査書、適性検査、小論文及び面接による総合評価とする。
なお、面接は学科の教育目的・目標に適合するか否かを
重視する。

９：３０～１０：３０

１１：１５～１２：１５

１３：１５～

適性検査

小 論 文

面 接

�

�

�

出 願 期 間

選 考 日

選 考 科 目

選 考 場

選 考 方 法

推薦入学選考
■出願資格
※合格の場合、必ず入学することを条件とします。

�向学心が強く、本学の教育方針に賛同する者。
�調査書記載の「全体の評定平均値」が次の値以上の者。
□中村学園大学／栄養科学部…………３．６以上 □中村学園大学短期大学部／食物栄養学科…………３．２以上

教育学部……………３．４以上 キャリア開発学科……３．０以上

流通科学部…………３．４以上 幼児保育学科…………３．２以上

	平成２３年３月高等学校若しくは中等教育学校卒業見込みの者で、学校長が推薦する者。

中村学園大学短期大学部
◆公募制・併設校制【食物栄養学科・キャリア開発学科・幼児保育学科】◆

平成２２年１１月１日�～１１月１０日� ※締切日必着

平成２２年１１月１９日


９０分

本学（福岡）

調査書、小論文及び面接による総合評価とする。

※幼児保育学科の出願希望者は、選考において音楽実技テストを課さないが、幼

稚園教諭や保育士を志す者として、入学時にバイエル教則本４０番までを演奏す

ることができ、かつコールユーブンゲン３度音程を歌えることが望ましい。

■合格者発表 平成２２年１１月２６日�
本学に掲示する。学校長および本人宛速達便にて通知するほか、電話・携帯電

話・パソコンを利用した合否案内システムでも行う。

１０：００～１１：３０

１２：３０～

小論文

面 接

�

�

出 願 期 間

選 考 日

選 考 科 目

選 考 場

選 考 方 法

人間発達学部 人間発達学科は

［教育学部］児童幼児教育学科に生まれ変わります。
平成２３年４月から、現在の「人間発達学部
人間発達学科」を「教育学部 児童幼児教

育学科」に改組し、入学定員も２００人から２２０
人へ増員する予定です。
なお、これまでの専攻制（幼児発達学専攻、

児童発達学専攻）は廃止し、学科単位で入学
試験を実施します。
また、これまでは入学した専攻により取得

可能な免許・資格が限られていましたが、新
学部では入学後、２年進級時に希望する免
許・資格の選択を行うことが可能となります。

N A K A M U R A

T O P I C S

☆「教育学部」の詳細については、次号（１０月末発行）にてお知らせ
いたします。

【改組後】
教育学部
児童幼児教育学科（２２０人）
［＊３年次編入学１０人］

※（ ）内数字は入学定員

【改組前】
人間発達学部
人間発達学科
幼児発達学専攻（１００人）
［＊３年次編入学１０人］
児童発達学専攻（１００人）
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平成２２年度入学試験との主な変更点

�・「化学」化学�・�から出題→化学�のみから出題
・「生物」生物�・�から出題→生物�のみから出題

�大学全学部において、試験入学選考（一般入試）
後期日程を導入する。

■合格者発表
〈前期日程〉平成２３年２月１１日（金・祝）
〈後期日程〉平成２３年３月１５日（火）

本学に掲示する。また、電話・携帯電話・パソコンを利用した合否案内システム、および本学公式ホームページでも行う。
（合格者には、後日、合格通知を速達便にて送付する。）

試験入学選考（一般入試）

■出願資格
�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２３年３月卒業見込みの者。
�その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。

（大学）大学入試センター試験利用入学試験

■日程および試験場
後期日程

平成２３年２月１８日�～３月１日�※締切日必着

栄養科学部
教 育 学 部
流通科学部

本学（福岡）

平成２３年３月７日	

前期日程
平成２３年１月６日
～１月２１日�※締切日必着

流通科学部
栄養科学部
教 育 学 部
短期大学部

本学（福岡）・山口・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島

平成２３年２月１日�

平成２３年２月２日�

平成２３年２月３日


出願期間

試 験 日

試 験 場

■出願期間および選考方法
〈前期日程〉平成２３年１月６日
～平成２３年１月２１日�
〈後期日程〉平成２３年２月１８日�～平成２３年３月８日�
・平成２３年度大学入試センター試験の成績を基に判定する。
なお、平成２２年度大学入試センター試験の成績は利用でき
ない。

・本学の個別学力試験は課さない。

出願期間

選考方法

■試験科目

中村学園大学
後期日程

各１００点
（２００点満点）

６０分

６０分

１０：００～

１１：００

１１：４５～

１２：４５

�．英語
［英語�・�］

�．国語
［国語総合
（漢文を除く）］

全

学

部

前期日程

各１００点
（３００点満点）

各１００点
（３００点満点）

各１００点
（３００点満点）

６０分

１２０
分

６０分
６０分

６０分

６０分
６０分

６０分

１１：００～１２：００

１３：１５
～１５：１５

１１：００～１２：００
１３：１５～１４：１５

１５：００
～１６：００

１０：００～１１：００
１１：４５～１２：４５

１４：００
～１５：００

�．英語［英語�・�］

�．選択科目－下記から２科目を選択
○国語［国語総合（漢文を除く）］
○数学［数学�・�、数学Ａ ]
○化学［化学�］
○生物［生物�］

�．英語［英語�・�］
�．国語［国語総合（漢文を除く）］

�．選択科目－下記から１科目を選択
○世界史［世界史Ｂ ]
○日本史［日本史Ｂ ]
○地理［地理Ｂ ]
○数学［数学�・�、数学Ａ ]
○化学［化学�］
○生物［生物�］

�．英語［英語�・�］
�．国語［国語総合（漢文を除く）］

�．選択科目－下記から１科目を選択
○世界史［世界史Ｂ ]
○日本史［日本史Ｂ ]
○地理［地理Ｂ ]
○政治・経済
○数学［数学�・�、数学Ａ ]

栄養科学部

教育学部

流通科学部

中村学園大学短期大学部

各１００点
（２００点満点）

各１００点
（２００点満点）

※ 幼児保育学科の出願希望者は、入学試験において音楽実技テストを課さないが、幼稚園教諭
や保育士を志す者として、入学時にバイエル教則本４０番までを演奏することができ、かつ
コールユーブンゲン３度音程を歌えることが望ましい。
※ 共通科目（英語及び国語の２科目）で受験した場合、すべての学科において第２志望を認める。

１２０
分

６０分

６０分

１０：００
～１２：００

１０：００～１１：００

１１：４５
～１２：４５

�．選択科目－下記から２科目を選択
○英語［英語�・�］
○国語［国語総合

（古文、漢文を除く）］
○化学［化学�］
○生物［生物�］

�．英語［英語�・�］

�．国語［国語総合
（古文、漢文を除く）］

食物栄養学科

キャリア開発学科
幼児保育学科

■試験科目
合 計

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

配点
１００点

１００点×２

１００点

１００点×２

１００点
１００点

１００点

１００点×３

１００点
１００点

１００点

１００点

１００点×２

科 目
「英語（リスニングテストを含む）」

３教科から２科目選択。
３科目以上受験した場合は、高得
点科目を合否判定に使用する。

「英語（リスニングテスト含む）」
２教科から２科目選択。
３科目以上受験した場合は、高得
点科目を合否判定に使用する。

「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」

４教科から１科目選択。
２科目以上受験した場合は、高得
点科目を合否判定に使用する。

５教科から３教科３科目選択。
４科目以上受験した場合は、高得
点科目を合否判定に使用する。

「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」

３教科から１科目選択。
２科目以上受験した場合は、高得
点科目を合否判定に使用する。

「英語（リスニングテストを含む）」

４教科から２教科２科目選択。
３科目以上受験した場合は、高得
点科目を合否判定に使用する。

「国語」
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「化学�」
「生物�」

「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「化学�」
「生物�」

「世界史Ｂ」又は「日本史Ｂ」又は「地理Ｂ」
「現代社会」又は「倫理」又は「政治・経済」
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「物理�」又は「化学�」又は「生物�」又は「地学�」
「英語（リスニングテスト含む）」
「国語」
「世界史Ｂ」、「日本史Ｂ」、「地理Ｂ」、「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」から１科目選択
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「物理�」、「化学�」、「生物�」、「地学�」から１科目選択

「世界史Ｂ」又は「日本史Ｂ」又は「地理Ｂ」
「現代社会」又は「倫理」又は「政治・経済」
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」、「簿記・会計」から１科目選択

「国語」
「世界史Ｂ」、「日本史Ｂ」、「地理Ｂ」から１科目選択
「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」から１科目選択
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」、「簿記・会計」から１科目選択

教 科
外 国 語
国 語
数 学

理 科

外 国 語
数 学

理 科

外 国 語
国 語
地 理 歴 史
公 民
数 学
理 科
外 国 語
国 語
地理歴史・公民
数 学
理 科
外 国 語
国 語
地 理 歴 史
公 民
数 学
外 国 語
国 語
地 理 歴 史
公 民
数 学

種別

前
期
日
程

後
期
日
程

前
期
日
程

後
期
日
程

前
期
日
程

後
期
日
程

学部

栄
養
科
学
部

教
育
学
部

流
通
科
学
部

■合格者発表
〈前期日程〉平成２３年２月１１日（金・祝）
〈後期日程〉平成２３年３月１５日（火）
本学に掲示する。また、電話・携帯電話・パソコンを利用し

た合否案内システム、および本学公式ホームページでも行う。
（合格者には、後日、合格通知を速達便にて送付する。）

■出願資格
次の�または�の要件を満たし、「平成２３年度大学入試センター試験」におい

て、本学が指定する教科・科目を受験した者。
�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２３年３月卒業見込み
の者。

�その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。
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平
成
２１
年
度
決
算
は
、平
成
２２
年
５
月
２６
日
開
催
の
理
事
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
、評
議
員
会
に
報
告
し
、意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

平
成
２１
年
度
は
、第
４
次
中
期
総
合
計
画（
平
成
２１
年
度
〜
平
成

２５
年
度
）の
１
年
目
と
し
て
、学
園
各
学
校
が
事
業
計
画
達
成
に

向
け
事
業
を
行
い
ま
し
た
が
、そ
の
決
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

「
資
金
収
支
計
算
書
」
表
‐
１

●
収
入
の
部

１

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

決
算
は
５３
億
７
、２
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て
４
、

３
０
０
万
円
の
増
収
で
し
た
。前
年
度
決
算
に
対
し
て
４
、

７
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

２

手
数
料
収
入

手
数
料
収
入
は
１
億
７
、９
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て

２
、１
０
０
万
円
の
増
収
で
し
た
。入
学
検
定
料
収
入
は
１
億

６
、４
０
０
万
円
で
、前
年
度
決
算
に
対
し
て
１
、２
０
０
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

３

補
助
金
収
入

補
助
金
総
額
は
１３
億
４
、０
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て

１
億
５
、４
０
０
万
円
の
増
収
で
し
た
。国
庫
補
助
金
収
入
で

は
、大
学
・
短
大
に
経
常
費
補
助
金
が
４
億
９
、８
０
０
万
円

交
付
さ
れ
た
ほ
か
、学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
補
助
金
が
２
、１
０
０
万

円
、利
子
助
成
補
助
金
が
８
０
０
万
円
交
付
さ
れ
ま
し
た
。地

方
公
共
団
体
補
助
金
収
入
で
は
、高
校
・
中
学
・
幼
稚
園
に
経

常
費
補
助
金
が
７
億
９
、８
０
０
万
円
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

４

資
産
運
用
収
入

資
産
運
用
収
入
は
２
億
７
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て

７
、２
０
０
万
円
の
増
収
で
し
た
。ま
た
、基
金
収
入
・
受
取
利

息
収
入
は
１
億
９
、５
０
０
万
円
で
し
た
。

５

事
業
収
入

事
業
収
入
は
２
億
４
、７
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て

８
０
０
万
円
の
増
収
で
し
た
。ま
た
、中
村
学
園
事
業
部
か
ら

寄
付
金
４
、０
０
０
万
円
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

６

前
受
金
収
入

前
受
金
収
入
は
１２
億
２
０
０
万
円
で
、平
成
２２
年
度
入
学

生
が
増
え
た
た
め
、予
算
に
対
し
て
１
億
１
０
０
万
円
の
増
収

で
し
た
。

７

そ
の
他
の
収
入

そ
の
他
の
収
入
は
４５
億
６
、０
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し

て
８
、４
０
０
万
円
の
減
少
で
し
た
。女
子
中
学
・
高
校
の
校
舎

改
築
引
当
特
定
資
産
か
ら
の
繰
入
収
入
１４
億
４
、８
０
０
万

円
、及
び
施
設
設
備
引
当
特
定
資
産
か
ら
の
繰
入
収
入
２８
億

５
、１
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

●
支
出
の
部

１

人
件
費
支
出

人
件
費
支
出
は
３９
億
８
、９
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て

３
、２
０
０
万
円
減
少
し
、前
年
度
決
算
に
対
し
て
４
、

６
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。退
職
金
は
１
億
７
、７
０
０
万

円
で
、前
年
度
決
算
に
対
し
て
２
、０
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

２

教
育
研
究
経
費
・
管
理
経
費
支
出

大
学
・
短
期
大
学
部
で
は
、学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
の
推
進
、就
職

支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化（
卒
業
生
と
の
交
流
会
）、海
外
提

携
大
学
へ
の
学
生
派
遣
、短
期
大
学
基
準
協
会
認
定
評
価
申

請（
手
数
料
）、音
楽
館
・
体
育
館
等
耐
震
診
断
、教
員
免
許
状

更
新
講
習
、東
２
号
館
売
店
解
体
工
事
、学
生
食
堂（
食
育

館
）に
お
け
る
定
食
喫
食
者
に
対
す
る
援
助
、城
南
寮
食
堂
屋

根
防
水
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。女
子
中
高
で
は
、新
校
舎

建
築
に
か
か
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
残
土
処
分
、三
陽
中
高
で
は
、体

育
館
フ
ロ
ア
研
磨
工
事
、壱
岐
幼
稚
園
で
は
、創
立
３０
周
年
記

念
行
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

３

施
設
・
設
備
関
係
支
出

表
‐
２

４

資
産
運
用
支
出

�
大
学
・
短
期
大
学
部
に
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
の
組
入

�
女
子
中
高
に
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
の
組
入

�
減
価
償
却
額
の
累
計
額
に
見
合
う
施
設
設
備
引
当
特
定
資
産

を
積
立

�
第
３
号
基
本
金
引
当
資
産
に
組
入

以
上
、目
的
別
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

「
消
費
収
支
計
算
書
」
表
‐
３

●
消
費
収
入
の
部

１

寄
付
金

現
物
寄
付
金
は
１
、２
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て

３
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。ま
た
、卒
業
記
念
品
と
し
て
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト（
大
学
・
短
期
大
学
部
の
広
場
に
設
置
）を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

２

帰
属
収
入
合
計

決
算
は
７５
億
８
、１
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て
３
億
３
、

６
０
０
万
円
の
増
収
で
、前
年
度
決
算
よ
り
１
億
６
、５
０
０

万
円
減
少
し
ま
し
た
。

３

基
本
金
組
入
額
合
計

決
算
は
４１
億
８
、８
０
０
万
円
で
予
算
に
対
し
て
１
億
４
、

８
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。。

４

消
費
収
入
の
部
合
計

消
費
収
入
の
部
合
計
３３
億
９
、２
０
０
万
円
が
消
費
支
出

に
充
当
で
き
る
金
額
で
、予
算
に
対
し
て
４
億
８
、４
０
０
万

円
の
増
収
で
し
た
。

●
消
費
支
出
の
部

１

減
価
償
却
額（
教
育
研
究
経
費
、管
理
経
費
）

決
算
は
８
億
６
０
０
万
円
で
予
算
と
ほ
ぼ
同
額
で
、前
年

度
決
算
よ
り
１
、０
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

２

資
産
処
分
差
額

決
算
は
４
、７
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て
１
、１
０
０

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
除
却
損
で
大
学
・
短
大
の
旧
売
店
等
、女
子
中
高

の
校
舎
建
設
に
伴
う
既
存
建
物
等
の
除
却
と
有
価
証
券
処
分

差
額
で
す
。

３

消
費
支
出
の
部
合
計

決
算
は
６８
億
７
、３
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て
１
億
２
、

５
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

●
消
費
収
支
差
額
の
部

当
年
度
消
費
支
出
超
過
額
は
３４
億
８
、１
０
０
万
円
で
、前

年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額
２
億
５
、０
０
０
万
円
を
加
え

基
本
金
取
崩
額
１
、５
０
０
万
円
を
差
し
引
く
と
、翌
年
度
繰

越
消
費
支
出
超
過
額
は
３
７
億
１
、５
０
０
万
円
で
し
た
。

帰
属
収
支
差
額（
帰
属
収
入
合
計
―

消
費
支
出
の
部
合
計
）

は
７
億
７
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て
４
億
６
、１
０
０
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

事 業 内 容

九州大学旧田島寮跡地取得
校舎新築工事第２期工事（売店）
中央本館研究室空調機更新
音楽・体育館照明器具取替
同窓会会館へ改修工事
東２号館売店解体工事及び跡地整備工事
流通科学部パソコン更新
情報処理センター演習用パソコンを西１号館６階に増設
栄養教育実習室パソコン更新
図書館システム更新
アニマルセンターオートクレープ取替
車輌購入

新校舎建築設計監理料及び建築工事費
隣接地取得に伴う整備工事

教務用サーバー更新
ヨット新艇購入

遊戯室改装工事
北側園舎屋根葺替え工事
北側園舎屋根庇取付工事
屋外遊具取替工事
スクールバス買い替え

区 分

大学院・大学・
短期大学部

女子中学校・
高等学校

三陽中学校・
高等学校

壱岐幼稚園

収 入 の 部
差 異
△４３，７４７，５６５
△２１，６４８，０６０
△３，０７８，４５１
△１５４，８２９，２４０

（△８５，３４８，０００）
（△６９，４８１，２４０）

（０）
△７２，３７８，９１７

△１，０７２，２４３，８４８
△８，３６１，７３６
△９，３０４，９９２
△１０１，６５４，１００
８４，１９９，１３３
２０，１３４，０１１
△９，３６８

△１，３８２，９２３，１３３

決 算
５，３７２，６９７，５６５
１７９，６６８，０６０
２２，１４８，４５１

１，３４０，３８９，２４０
（５３８，４７８，０００）
（７９８，７１１，２４０）
（３，２００，０００）
２０７，７１８，９１７
１，０７２，２４３，８４８
２４７，３８１，７３６
１７７，８８４，９９２
１，２０２，１０４，１００
４，５６０，０８０，８６７
△１，３６０，９２４，０１１
１，９６９，８７９，３６８
１４，９９１，２７３，１３３

予 算
５，３２８，９５０，０００
１５８，０２０，０００
１９，０７０，０００

１，１８５，５６０，０００
（４５３，１３０，０００）
（７２９，２３０，０００）
（３，２００，０００）
１３５，３４０，０００

０
２３９，０２０，０００
１６８，５８０，０００
１，１００，４５０，０００
４，６４４，２８０，０００
△１，３４０，７９０，０００
１，９６９，８７０，０００
１３，６０８，３５０，０００

科 目
学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
（国庫補助金収入）
（地方公共団体補助金収入）
（学術研究振興資金収入）
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資金収入調整 勘 定
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計

平成２１年度 主な施設設備の事業表‐２ 平成２１年度 資金収支計算書
平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

表‐１

支 出 の 部
差 異
３２，８０４，０８９
５３，４１２，７３０
３２，３１２，６５２
１６，２８０

０
１８，２８３，７００
２７，０８６，１６９

△４４９，４９４，９７８
△４，９０７，２７１

１７，９５０，０００
１１６，４３６，６７２

△１，２２６，８２３，１７６
△１，３８２，９２３，１３３

決 算
３，９８９，０６５，９１１
１，５３７，０１７，２７０
４６２，２８７，３４８
２２，６５３，７２０
１４０，２１０，０００
５，０３１，４０６，３００
１９５，３８３，８３１
１，０９３，４７４，９７８
２９５，８４７，２７１

△４１０，０７６，６７２
２，６３４，００３，１７６
１４，９９１，２７３，１３３

予 算
４，０２１，８７０，０００
１，５９０，４３０，０００
４９４，６００，０００
２２，６７０，０００
１４０，２１０，０００
５，０４９，６９０，０００
２２２，４７０，０００
６４３，９８０，０００
２９０，９４０，０００
（５５０，０００）
１７，９５０，０００

△２９３，６４０，０００
１，４０７，１８０，０００
１３，６０８，３５０，０００

科 目
人 件 費 支 出
教育研究経費 支 出
管 理 経 費 支 出
借入金等利息 支 出
借入金等返済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出

［ 予 備 費 ］
資金支出調整 勘 定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

（単位／円）

（単位／円）

学
校
法
人
中
村
学
園

平成21年度 決算

平
成
21
年
度
決
算
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「
貸
借
対
照
表
」
表
‐
４

１

資
産
の
部
合
計

総
額
は
３
８
８
億
６
、４
０
０
万
円
で
、前
年
度
と
比
較
し

て
７
億
９
０
０
万
円（
１
・
９
％
）増
加
し
ま
し
た
。

�
固
定
資
産

土
地
は
取
得
に
よ
り
増
加
、建
物
は
女
子
中
高

校
舎
の
一
部
解
体
及
び
減
価
償
却
に
よ
り
減
少
、構
築
物
は

取
得
に
よ
り
増
加
、教
育
研
究
用
機
器
備
品
、そ
の
他
の
機
器

備
品
は
減
価
償
却
に
よ
り
減
少
、車
輌
、図
書
は
取
得
に
よ
り

増
加
し
ま
し
た
。建
設
仮
勘
定
は
女
子
高
校
の
校
舎
建
設
設

計
監
理
料
や
新
築
工
事
に
よ
り
増
加
。大
学
・
短
大
校
舎
改
築

引
当
特
定
資
産
は
組
入
れ
に
よ
り
増
加
、女
子
中
高
校
舎
改

築
引
当
特
定
資
産
は
校
舎
新
築
工
事
へ
の
充
当
に
よ
り
減
少
、

退
職
給
与
引
当
特
定
資
産
、施
設
設
備
引
当
特
定
資
産
は
取

崩
に
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

�
流
動
資
産

現
・
預
金
は
増
加
、有
価
証
券
は
売
却
に
よ
り
減

少
、未
収
入
金
は
国
庫
補
助
金
と
退
職
金
財
団
交
付
金
が
減

少
し
ま
し
た
。

２

負
債
の
部
合
計

総
額
は
４１
億
８
０
０
万
円
で
、前
年
度
と
比
較
し
て

２
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

�
固
定
負
債

長
期
借
入
金
が
１
億
４
、０
０
０
万
円
減
少
し
、

リ
ー
ス
取
引
の
会
計
処
理
の
変
更
に
伴
い
長
期
未
払
金
が
増
加

し
ま
し
た
。

�
流
動
負
債

未
払
金
が
経
常
経
費
関
係
で
増
加
、前
受
金
も

増
加
し
ま
し
た
。

３

基
本
金
の
部
合
計

第
１
号
基
本
金
は
、土
地
・
建
物
・
構
築
物
の
取
得
等
に
よ

り
増
加
、第
２
号
基
本
金
は
、大
学
・
短
大
校
舎
改
築
引
当
特

定
資
産
は
増
加
、女
子
中
高
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
は
校

舎
新
築
工
事
に
よ
り
減
少
、第
３
号
基
本
金
は
組
入
計
画
並

び
に
寄
付
金
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

４

消
費
収
支
差
額
の
部

翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額
は
３７
億
１
、５
０
０
万
円

で
し
た
。

資
産
の
部
合
計
３
８
８
億
６
、４
０
０
万
円
か
ら
負
債
の

部
合
計
４１
億
８
０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
純
資
産
額
は

３
４
７
億
５
、６
０
０
万
円
で
、前
年
度
よ
り
７
億
７
０
０
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

以
上
が
平
成
２１
年
度
決
算
概
要
で
す
が
、大
学
・
短
大
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
用
地
確
保
の
た
め
、九
州
大
学
旧
田
島
寮
跡
地
を
取
得
、

女
子
中
高
の
校
舎
新
築
工
事
と
多
額
の
施
設
投
資
に
よ
り
、当
年

度
消
費
支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。帰
属
収
支
差
額（
帰
属
収
入

合
計
―

消
費
支
出
の
部
合
計
）は
７
億
７
０
０
万
円（
９
・
３
％
）

で
、第
４
次
中
期
総
合
計
画
に
掲
げ
た
最
終
年
度
の
帰
属
収
支

比
率
１０
・
０
％
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。（
全
国
の
同
系
法
人
平
成
２０

年
度
決
算
数
値
△
２
・
７
％
）

ま
た
、本
年
度
は
中
村
学
園
の
５
つ
の
基
金
に
対
し
て
、学
園
各

学
校
の
卒
業
生
、学
校
教
職
員
Ｏ
Ｂ
、事
業
部
職
員
Ｏ
Ｂ
の
多
く

の
方
か
ら
寄
付
金
を
賜
り
ま
し
た
。厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
な
る
財
政
安
定
の
た
め
、消
費
収
支
の
均
衡
を
図
り
、

学
生
の
満
足
度
を
高
め
つ
つ
教
育
研
究
の
充
実
と
財
政
の
健
全
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

注記事項
１．重要な会計方針
�引当金の計上基準
徴収不能引当金
債権の徴収不能に備えるため、個別に見積

もった徴収不能見込額を計上することとしている。
退職給与引当金
退職金の支給に備えるため、法人本部・大

学・短期大学部は、期末要支給額１，３４０，３１２，０００
円を基にして、私立大学退職金財団に対する
掛金の累積額と交付金の累積額との繰入調
整額を加減した金額の１００％を計上している。
高等学校以下は、期末要支給額１，２２６，１２９，０００
円から私学退職金団体からの交付金相当額を
控除した金額の１００％を計上している。

�その他の重要な会計方針
有価証券の評価基準及び評価方法
移動平均法に基づく原価法である。

外貨建資産の換算基準
外貨建長期金銭債権については、取得時の

為替相場により円換算している。
預り金その他の経過項目に係る収支の表示方法
預り金に係る収入と支出は、相殺して表示し

ている。
２．重要な会計方針の変更等について
会計処理の変更について
「リース取引に関する会計処理について（通

知）」（２０高私参第２号）の発出に伴い、当会
計年度から当該通知によっている。なお、この変
更により、従来と同一の方法によった場合と比
較して教育研究用機器備品が４８，６４６，０８０円、
未払金（長期未払金を含む。）が４８，６４６，０８０
円及び基本金組入額が１２，１６１，５２０円増加し、
当年度消費支出超過額が１２，１６１，５２０円増加
している。
「ソフトウェアに関する会計処理について（通
知）」（２０高私参第３号）の発出に伴い、当会
計年度から当該通知によっている。なお、この変
更により、従来と同一の方法によった場合と比
較して教育研究用ソフトウェアが１８，８６９，７６０
円、未 払 金（長 期 未 払 金 を 含 む。）が
５０，８９３，９２０円 及 び 基 本 金 組 入 額 が
４，７１７，４４０円増加し、当年度消費支出超過額
が３６，７４１，６００円増加している。

３．減価償却額の累計額の合計額
１０，３６６，８９９，８２７円

４．徴収不能引当金の合計額 ０円
５．担保に供されている資産の種類及び額

土 地 １，１６９，２３１，００７円
建 物 ４６３，５６９，３６５円
計 １，６３２，８００，３７２円

６．翌会計年度以後の会計年度において基本金
への組入れを行うこととなる金額

１，０５２，８７５，８４０円

消費収入の部
差 異
△４３，７４７，５６５
△２１，６４８，０６０
△６，１３６，８８１

（△３，０５８，４３０）
△１５４，８２９，２４０
（△８５，３４８，０００）
（△６９，４８１，２４０）

（０）
△７２，３７８，９１７
△１９，６６４，１５１
△８，３６１，７３６
△９，３０７，０９２
△３３６，０７３，６４２
△１４８，０７０，６１０
△４８４，１４４，２５２

決 算
５，３７２，６９７，５６５
１７９，６６８，０６０
３５，００６，８８１

（１２，８５８，４３０）
１，３４０，３８９，２４０
（５３８，４７８，０００）
（７９８，７１１，２４０）
（３，２００，０００）
２０７，７１８，９１７
１９，６６４，１５１
２４７，３８１，７３６
１７８，４９７，０９２
７，５８１，０２３，６４２
△４，１８８，７６９，３９０
３，３９２，２５４，２５２

予 算
５，３２８，９５０，０００
１５８，０２０，０００
２８，８７０，０００
（９，８００，０００）
１，１８５，５６０，０００
（４５３，１３０，０００）
（７２９，２３０，０００）
（３，２００，０００）
１３５，３４０，０００

０
２３９，０２０，０００
１６９，１９０，０００
７，２４４，９５０，０００
△４，３３６，８４０，０００
２，９０８，１１０，０００

科 目
学生生徒等納 付 金
手 数 料
寄 付 金
（ 現 物 寄 付 金 ）
補 助 金
（ 国 庫 補 助 金 ）
（地方公共団体補助金）
（学術研究振興資金）
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基本金組入額 合 計
消費収入の部 合 計

平成２１年度 消費収支計算書
平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

表‐３

貸 借 対 照 表
平成２２年３月３１日

表‐４

消費支出の部
差 異
３３，２１６，７７２
（９３６，３８３）
５３，４８３，２６４
（７０，５３４）
３２，４１０，６２０
（９７，９６８）
１６，２８０

△１１，７００，２９７

１８，３６０，０００
１２５，７８６，６３９

決 算
３，９９７，６３３，２２８
（１０４，２０３，６１７）
２，２６１，４６６，７３６
（７２４，４４９，４６６）
５４４，６８９，３８０
（８２，４０２，０３２）
２２，６５３，７２０
４７，０７０，２９７

６，８７３，５１３，３６１
３，４８１，２５９，１０９
２５０，０２８，７４３
１５，８３２，６１４

３，７１５，４５５，２３８

予 算
４，０３０，８５０，０００
（１０５，１４０，０００）
２，３１４，９５０，０００
（７２４，５２０，０００）
５７７，１００，０００
（８２，５００，０００）
２２，６７０，０００
３５，３７０，０００
（１４０，０００）
１８，３６０，０００

６，９９９，３００，０００
４，０９１，１９０，０００
２５０，０３０，０００
１５，６７０，０００

４，３２５，５５０，０００

科 目
人 件 費
（退職給与引当金繰入額）
教 育 研 究 経 費
（ 減 価 償 却 額 ）
管 理 経 費
（ 減 価 償 却 額 ）
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額

［ 予 備 費 ］
消費支出の部 合 計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
基 本 金 取 崩 額
翌年度繰越消費支出超過額

資 産 の 部
増 減（△）
２９９，２７２，０３５
４，３７８，６５７，８３６
２，８７２，４８５，５００
△２１８，２９８，９４９
４０，８６０，０１０
△１１，０８０，５５６
△５，７２６，３８６
１６，４０９，９３４
１，０１３，７８３

１，６８２，９９４，５００
△４，０７９，３８５，８０１

△６７，２５９
△４２５，１８５，５４２

０
３２，２４０

０
５，０００，０００
１８，８６９，７６０
３００，０００，０００

△１，２４８，３２５，０００
８３，０６５，０００
△１，１００，０００

△２，８１１，６７５，０００
４１０，６５０，９９８
６６４，１２３，８０８
△１９８，７４９，９８８

０
△５７，５２０，７５６
△１，０００，０００
３，２３１，５０１
５６６，４３３

７０９，９２３，０３３

負 債 の 部
増 減（△）
△５７，５９９，７８３
△１４０，２１０，０００
７，９５５，２１７
７４，６５５，０００
６０，０１２，５３５

０
５０，７０２，８３９
１２，６４０，２００
△３，３３０，５０４
２，４１２，７５２

基 本 金 の 部
増 減（△）
５，０３８，１９６，７７６
△９４８，３２５，０００
８３，０６５，０００

０
４，１７２，９３６，７７６

消費収支差額の部
増 減（△）
３，４６５，４２６，４９５
△３，４６５，４２６，４９５

増 減（△）

７０９，９２３，０３３

前年度末
３５，３６０，４３７，３６７
２１，６０３，４７０，０９５
８，２０８，５３７，２３０
１０，５４５，７１２，６５２
４６６，００６，２２８
６０７，２７９，０８４
１１９，２５４，８２７
１，４１１，８９０，５５０
９，４２４，５２４
２３５，３６５，０００

１３，７５６，９６７，２７２
２，８７９，６４４

２，９１１，４６８，８１８
２０，０００，０００
３９，２３９，３９０
４４０，１００

１０，０００，０００
０

１，５００，０００，０００
１，４４８，３２５，０００
７５２，１７６，４１７
１，３９０，０００，０００
５，６８２，４３７，９０３
２，７９４，５３５，０７７
１，９６９，８７９，３６８
２９８，７６１，５０４
２９４，１０９，１８０
２２８，９８０，８６７
２，０００，０００
８０４，１５８

０
３８，１５４，９７２，４４４

前年度末
２，３３７，４２５，４９５
９４６，５１０，０００
１，３９０，９１５，４９５

０
１，７６８，１８９，５９７
１４０，２１０，０００
２８３，９１４，６７５
１，１８９，４６３，９００
１５４，６０１，０２２
４，１０５，６１５，０９２

前年度末
３０，１８８，８８４，６７８
２，９４８，３２５，０００
７５２，１７６，４１７
４１０，０００，０００

３４，２９９，３８６，０９５

前年度末
２５０，０２８，７４３
△２５０，０２８，７４３

前年度末

３８，１５４，９７２，４４４

本年度末
３５，６５９，７０９，４０２
２５，９８２，１２７，９３１
１１，０８１，０２２，７３０
１０，３２７，４１３，７０３
５０６，８６６，２３８
５９６，１９８，５２８
１１３，５２８，４４１
１，４２８，３００，４８４
１０，４３８，３０７

１，９１８，３５９，５００
９，６７７，５８１，４７１
２，８１２，３８５

２，４８６，２８３，２７６
２０，０００，０００
３９，２７１，６３０
４４０，１００

１５，０００，０００
１８，８６９，７６０

１，８００，０００，０００
２００，０００，０００
８３５，２４１，４１７
１，３８８，９００，０００
２，８７０，７６２，９０３
３，２０５，１８６，０７５
２，６３４，００３，１７６
１００，０１１，５１６
２９４，１０９，１８０
１７１，４６０，１１１
１，０００，０００
４，０３５，６５９
５６６，４３３

３８，８６４，８９５，４７７

本年度末
２，２７９，８２５，７１２
８０６，３００，０００
１，３９８，８７０，７１２
７４，６５５，０００

１，８２８，２０２，１３２
１４０，２１０，０００
３３４，６１７，５１４
１，２０２，１０４，１００
１５１，２７０，５１８
４，１０８，０２７，８４４

本年度末
３５，２２７，０８１，４５４
２，０００，０００，０００
８３５，２４１，４１７
４１０，０００，０００

３８，４７２，３２２，８７１

本年度末
３，７１５，４５５，２３８
△３，７１５，４５５，２３８

本年度末

３８，８６４，８９５，４７７

科 目
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
土 地
建 物
構 築 物
教 育 研 究 用 機 器 備 品
そ の 他 の 機 器 備 品
図 書
車 輛
建 設 仮 勘 定
そ の 他 の 固 定 資 産
電 話 加 入 権
有 価 証 券
収 益 事 業 元 入 金
預 託 金
長 期 積 立 金
長 期 貸 付 金
教育研究用ソフトウエア
大学短大校舎改築引当特定資産
女子中高校舎改築引当特定資産
第３号基本金引当資産
退職給与引当特定資産
施設設備引当特定資産

流 動 資 産
現 金 ・ 預 金
有 価 証 券
特 定 金 外 信 託
未 収 入 金
短 期 貸 付 金
前 払 金
立 替 金

資 産 の 部 合 計

科 目
固 定 負 債
長 期 借 入 金
退 職 給 与 引 当 金
長 期 未 払 金

流 動 負 債
短 期 借 入 金
未 払 金
前 受 金
預 り 金

負 債 の 部 合 計

科 目
第 １ 号 基 本 金
第 ２ 号 基 本 金
第 ３ 号 基 本 金
第 ４ 号 基 本 金
基 本 金 の 部 合 計

科 目
翌年度繰越消費支出超過額
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計

科 目
負債の部、基本金の部及び
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計

（単位／円）

（単位／円）

（単位／円）

平成21年度 決算
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平
成
２２
年
度
予
算
は
、平
成
２２
年
３
月
１８
日
開
催

の
評
議
員
会
及
び
３
月
２３
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。平
成
２２
年
度
の
予
算
編
成
は
、

第
４
次
中
期
総
合
計
画（
平
成
２１
年
度
〜
平
成
２５
年

度
）の
２
年
目
と
し
て
、中
期
総
合
計
画
に
示
す
学
校

運
営
計
画
、学
生
目
標
、教
職
員
計
画
の
達
成
に
重
点

を
お
き
ま
し
た
。

私
立
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
、少
子
高
齢
化
、国

立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
、長
び
く
不
況
等
益
々

厳
し
く
な
る
中
、学
生
生
徒
等
の
確
保
が
年
々
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
環
境
の
中
で
、財
政
基
盤

の
安
定
を
図
る
為
、学
生
生
徒
等
の
満
足
度
を
充
分

配
慮
す
る
と
と
も
に
、建
学
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
と

研
究
の
充
実
を
図
り
、学
生
生
徒
等
の
確
保
と
支
出
の

効
率
化
を
図
る
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

「
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
」

○
大
学
・
大
学
院

大
学
全
入
時
代
を
迎
え
、「
選
ば
れ
続
け
る
高
等
教

育
機
関
」と
し
て
存
続
す
る
た
め
の
基
本
方
針

・
建
学
の
精
神
を
根
幹
と
す
る
全
学
的
Ｆ
Ｄ
組
織
の

更
な
る
整
備
と
、Ｆ
Ｄ
推
進
に
よ
る
学
生
満
足
度
の

高
い
教
育
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、学
習
成
果

（learning
outcom

e

）の
高
い
社
会
的
評
価
の
獲
得

・
自
己
点
検
・
評
価
に
基
づ
く
教
育
環
境
の
更
な
る
整

備
の
た
め
の
教
育
職
員
と
事
務
職
員
協
働
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
展
開

・
教
育
・
研
究
の
一
元
化
と
研
究
活
性
化
の
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
推
進
と
公
的
・
民
間
外
部
資
金

の
獲
得

・
地
域
・
大
学
間
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
国
際
交
流
事
業
の
推
進

○
短
期
大
学
部

全
国
の
短
期
大
学
の
約
７
割
が
定
員
割
れ
し
て
い

る
現
状
を
鑑
み
、「
選
ば
れ
続
け
る
中
村
学
園
大
学
短

期
大
学
部
」を
目
指
し
て

・
教
養
教
育
、社
会
性
教
育
、専
門
教
育
、職
業
教
育

の
有
機
的
連
携
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
層
の
整

備
を
行
い
、社
会
が
必
要
と
す
る
短
期
大
学
士
の
養

成
を
図
る
。

・
高
大
連
携
に
伴
う
入
学
前
教
育
、初
年
次
教
育
、補

完
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

・
三
学
科
共
通
開
講
科
目
の
実
施
を
図
る
。

・
平
成
２１
年
度
の
短
期
大
学
基
準
協
会
に
よ
る
第
三

者
評
価
に
基
づ
く
自
己
点
検
・
評
価
を
実
施
す
る
。

〔
収
入
の
部
〕学
生
納
付
金
収
入
は
前
年
度
予
算
か

ら
減
額
を
見
込
み
計
上
、手
数
料
収
入
は
入
学
検
定

料
収
入
を
前
年
度
と
同
数
で
見
込
み
ま
し
た
。寄
付
金

は
企
業
か
ら
の
研
究
助
成
金
を
見
込
み
計
上
、補
助
金

収
入
は
、経
常
費
補
助
金
、学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
補
助
、利

子
助
成
補
助
を
計
上
、事
業
収
入
は
、寄
宿
舎
費
収
入
、

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
利
用
料
収
入
、栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
診
療

報
酬
及
び
中
村
学
園
事
業
部
か
ら
の
寄
付
金
を
計
上
、

雑
収
入
は
退
職
金
財
団
交
付
金
収
入
を
計
上
し
ま
し
た
。

〔
支
出
の
部
〕教
育
研
究
経
費
支
出
に
は
、各
研
究

者
の
基
盤
研
究
、学
部
ご
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
、健

康
増
進
セ
ン
タ
ー（
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、薬
膳
科
学
研

究
所
、発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、流
通
科
学
研
究
所
の
研

究
、海
外
提
携
大
学
へ
の
学
生
派
遣
、学
生
の
就
職
活

動
支
援
強
化（
卒
業
生
と
の
交
流
）、大
学
院
生
、学
部

学
生
へ
の
奨
学
金
の
充
実
、教
員
免
許
更
新
講
習
、学

生
の
出
欠
管
理
シ
ス
テ
ム（
平
成
２３
年
度
本
格
的
導

入
）の
準
備
、田
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
関
係
費
用
を
計
上

し
ま
し
た
。

管
理
経
費
支
出
に
は
、学
生
食
堂（
食
育
館
）に
お
け

る
学
生
の
健
全
で
豊
か
な
食
生
活
を
育
む
た
め
の
援

助
、中
国
北
京
栄
養
大
学（
仮
称
）設
立
協
力
に
関
す

る
支
援
、学
生
募
集
の
強
化
、別
府
東
住
宅
外
装
改
修

工
事
を
計
上
し
ま
し
た
。

施
設
設
備
関
係
支
出
表
‐
２

に
は
、田
島
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
工
事
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

「
女
子
中
学
校
・
女
子
高
等
学
校
」

高
等
学
校
創
立
５０
周
年
を
機
に
、建
学
の
精
神
の

理
解
を
よ
り
深
め
愛
校
心
を
育
て
る
と
共
に
、教
育
内

容
の
向
上
を
図
り
、生
徒
保
護
者
の
満
足
度
を
高
め
る

教
育
を
行
う
。

〔
収
入
の
部
〕生
徒
納
付
金
収
入
は
前
年
度
予
算
か

ら
の
減
少
を
見
込
み
、補
助
金
収
入
は
生
徒
数
の
減
少

に
よ
り
減
収
を
見
込
み
ま
し
た
。ま
た
、新
校
舎
建
築

資
金
と
し
て
借
入
金
を
計
上
、雑
収
入
に
私
学
教
育

振
興
会
退
職
金
交
付
金
収
入
を
計
上
、前
受
金
収
入

は
前
年
度
か
ら
入
学
者
数
を
減
少
見
込
み
で
計
上
し

ま
し
た
。

〔
支
出
の
部
〕教
育
研
究
経
費
支
出
に
は
、教
員
の
海

外
派
遣
研
修
、特
進
Ｖ
コ
ー
ス
の
進
路
指
導
強
化
、姉

妹
校
交
流
、新
校
舎
建
築
に
伴
う
既
存
校
舎
及
び
バ

平成２２年度 主な施設設備等の事業表‐２

収 入 の 部

増 減（△）
△１７４，１７０
△２，３６０
△１１，４４０
△１，７００
５，５６０
２０４，５００
△１８，２２０
△２４，２８０
７００，０００
３，２９０

△３，２９０，９７０
１４５，６７０
△５６２，６９０
△３，０２６，８１０

前年度予算額
５，３２８，９５０
１５８，０２０
１９，０７０

１，１８５，５６０
１３５，３４０

０
２３９，０２０
１６８，５８０

０
１，１００，４５０
４，６４４，２８０
△１，３４０，７９０
１，９６９，８７０
１３，６０８，３５０

２２年度予算額
５，１５４，７８０
１５５，６６０
７，６３０

１，１８３，８６０
１４０，９００
２０４，５００
２２０，８００
１４４，３００
７００，０００
１，１０３，７４０
１，３５３，３１０
△１，１９５，１２０
１，４０７，１８０
１０，５８１，５４０

科 目
学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前 年 度 繰 越 支 払 資 金
収 入 の 部 合 計

平成２２年度 資金収支予算書
平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

表‐１

支 出 の 部

増 減（△）
△５２，７００
△３１６，４６０
１８，９４０
６，０６０
７０，０００

△２，１８８，５７０
１４０，９６０
△３８４，９５０
△４８，７２０

０
８８，１８０

△３５９，５５０
△３，０２６，８１０

前年度予算額
４，０２１，８７０
１，５９０，４３０
４９４，６００
２２，６７０
１４０，２１０
５，０４９，１４０
２２２，４７０
６４３，９８０
２９０，９４０
１８，５００

△２９３，６４０
１，４０７，１８０
１３，６０８，３５０

２２年度予算額
３，９６９，１７０
１，２７３，９７０
５１３，５４０
２８，７３０
２１０，２１０
２，８６０，５７０
３６３，４３０
２５９，０３０
２４２，２２０
１８，５００

△２０５，４６０
１，０４７，６３０
１０，５８１，５４０

科 目
人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
〔 予 備 費 〕
資 金 支 出 調 整 勘 定
次 年 度 繰 越 支 払 資 金
支 出 の 部 合 計

事 業 内 容

田島グラウンド整備
�野球場
�サッカー兼ラクロス場（人工芝）
�弓道場
�クラブハウス
�側溝集水枡
�ランニングロード
�防球ネット・夜間照明
西５号館空調機更新
出欠管理システム設備工事

新校舎建設費
�設計監理料及び建築工事
�新校舎と体育館連絡通路設置工事
�新講堂屋上に太陽光発電設備工事
�新校舎内自主テレビ放送設備工事
�新校舎各教室ガラス黒板設置工事
�新校舎機器備品
（生徒用机・椅子、教職員用机・椅子、特別教
室実験台・実験器具）
体育館ピロティ及びピロティ東側駐輪場改修工事
テニスコート東側駐輪場を駐車場へ改修工事

中学校給食に伴う工事等
�ランチルーム設置工事
�ランチルームテーブル・イス
�ランチ用配膳車、収納棚・ショーケース
スクールバス買い替え（１台）

ランチルームテーブル・イス
園児・大人兼用自動体外式除細動器

給食室空調設備設置工事
園児・大人兼用自動体外式除細動器

区 分

大学院・大学・
短期大学部

女子中学校・
高等学校

三陽中学校・
高等学校

あさひ幼稚園

壱岐幼稚園

（単位／千円）

（単位／千円）

学
校
法
人
中
村
学
園

平成22年度 予算

平
成
22
年
度
予
算

76

13



学生生徒等�
納付金�
73.5％�

授業料�
49.5％�

入学金�
5.5％�

施設設備資金�
15.4％�

国庫補助金�
6.7％�

地方公共団体�
補助金�
10.2％�

手数料�
2.2％�

補助金�
16.9％�

事業収入�
3.1％�

基本金�
組入額合計�
19.5％�

1,366,400千円�

学生生徒等�
納付金�
73.5％�

授業料�
49.5％�

入学金�
5.5％�

施設設備資金�
15.4％�

実験実習料�
3.1％�

入学検定料�
2.1％�

国庫補助金�
6.7％�

地方公共団体�
補助金�
10.2％�

補助活動収入�
2.7％�

手数料�
2.2％�

補助金�
16.9％�

事業収入�
3.1％�

その他4.3％�
（寄付金0.2％含む）�

受託・収益事業収入�
0.4％�

その他�
0.1％�
�

基本金�
組入額合計�
19.5％�

1,366,400千円�

帰属収入�
7,015,400千円�

退職金他�
2.7％�

人件費�
56.8％�

教育研究経費�
28.9％�

管理経費�
8.5％�

職員人件費�
12.7％�

教員人件費�
41.4％�

帰属収支差額�
3.0％�

減価償却額�
10.7％�

教員の研究に係る経費　3.2％�

退職金他�
2.7％�

学生・生徒・園児等の授業に係る経費�
3.3％�

学生・生徒・園児の厚生補導に係る経費�
4.1％�

栄養クリニックに係る経費�
0.1％�

入試業務に係る経費、�
事務部局等の教育用経費�

7.5％�

学生・生徒・園児の募集費�
2.2％�

学生・生徒の寮に係る経費�
1.7％�

総務・経理等管理業務に�
係る経費　3.4％�

減価償却額　1.2％�
その他　2.8％�

人件費�
56.8％�

教育研究経費�
28.9％�

管理経費�
8.5％�

職員人件費�
12.7％�

教員人件費�
41.4％�

帰属収支差額�
3.0％�

減価償却額�
10.7％�

消費支出�
6,803,870千円�

ス
車
庫
の
解
体
、新
校
舎
へ
の
転
居
費
用
を
計
上
し
ま

し
た
。ま
た
、特
技
奨
学
生
・
育
英
奨
学
生
へ
の
奨
学
金

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

管
理
経
費
支
出
に
は
、高
等
学
校
創
立
５０
周
年
記

念
行
事（
記
念
式
典
・
記
念
品
・
祝
賀
会
・
記
念
誌
製
作

な
ど
）、新
校
舎
に
か
か
る
生
徒
食
堂
の
食
器
、校
舎
内

の
消
耗
備
品
を
計
上
し
ま
し
た
。

施
設
設
備
関
係
支
出
表
‐
２

に
は
、新
校
舎
建
築

費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

「
三
陽
中
学
校
・
三
陽
高
等
学
校
」

中
学
生
の
共
学
志
向
が
高
ま
り
、男
子
校
・
女
子
校

が
共
学
化
を
模
索
・
実
行
す
る
流
れ
が
続
い
て
い
る
。こ

れ
ら
の
中
で
、三
陽
が
競
争
に
勝
ち
残
っ
て
い
く
道
は
、

男
子
校
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
内
容
の
充
実
で
あ

り
、建
学
の
精
神
と
校
訓
を
根
幹
に
教
育
目
標
を
掲
げ
、

三
陽
独
自
の
風
土
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

〔
収
入
の
部
〕生
徒
納
付
金
収
入
及
び
補
助
金
収
入

は
生
徒
数
の
増
加
に
よ
り
増
収
を
見
込
み
計
上
、雑
収

入
に
私
学
教
育
振
興
会
退
職
金
交
付
金
収
入
を
計
上

し
ま
し
た
。

〔
支
出
の
部
〕教
育
研
究
経
費
支
出
に
は
、教
員
の
資

質
向
上
を
図
る
研
修
費
を
計
上
し
、ま
た
、育
英
奨
学

金
は
、中
学
生
の
ガ
ン
バ
リ
入
試
に
伴
う
生
徒
数
増
に

よ
り
、前
年
比
増
で
計
上
し
ま
し
た
。

管
理
経
費
支
出
に
は
、中
学
１
年
生
か
ら
の
完
全
給

食
実
施
に
伴
う
、給
食
用
食
器
、給
食
食
材
費
、給
食

委
託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。

施
設
設
備
関
係
支
出
表
‐
２

に
は
、ラ
ン
チ
ル
ー
ム

設
置
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

「
学
園
総
合
」

「
資
金
収
支
予
算
」
表
‐
１

〔
収
入
の
部
〕学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
は
５１
億
５
、

４
０
０
万
円
で
、前
年
度
に
対
し
て
１
億
７
、４
０
０

万
円
の
減
収
、補
助
金
は
１１
億
８
、３
０
０
万
円
で
、

前
年
度
に
対
し
て
１
０
０
万
円
の
減
収
、資
産
運
用

収
入
は
１
億
４
、０
０
０
万
円
で
計
上
し
ま
し
た
。事

業
収
入（
寄
宿
舎
室
料
、セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
利
用
料
等
）

は
２
億
２
、０
０
０
万
円
で
、前
年
度
に
対
し
て
１
、

８
０
０
万
円
の
減
収
、前
受
金
収
入
は
１１
億
３
０
０

万
円
で
、前
年
度
に
対
し
て
３
０
０
万
円
の
増
収
で
計

上
し
ま
し
た
。大
学
・
短
大
で
は
、田
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
の
た
め
、施
設
設
備
引
当
特
定
資
産
か
ら
の
繰
入
収

入
を
計
上
、女
子
高
校
で
は
、校
舎
新
築
工
事
の
た
め
、

借
入
金
７
億
円
と
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
か
ら
の

繰
入
収
入
を
計
上
し
ま
し
た
。当
年
度
収
入
合
計
は

９１
億
７
、４
０
０
万
円
で
、こ
れ
に
前
年
度
繰
越
支
払

資
金
１４
億
７
０
０
万
円
を
加
え
た
収
入
の
部
合
計
は

１
０
５
億
８
、１
０
０
万
円
と
な
り
、前
年
度
予
算
に

対
し
て
３０
億
２
、６
０
０
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
す
。

〔
支
出
の
部
〕人
件
費
は
３９
億
６
、９
０
０
万
円
で
、前

年
度
に
対
し
て
５
、２
０
０
万
円
の
減
少
で
計
上
し
ま

し
た
。教
育
研
究
経
費
支
出
は
１２
億
７
、３
０
０
万
円

で
、前
年
度
に
対
し
て
３
億
１
、６
０
０
万
円
の
減
少
、

管
理
経
費
支
出
は
、５
億
１
、３
０
０
万
円
で
、前
年

度
に
対
し
て
１
、８
０
０
万
円
の
増
加
で
計
上
し
ま
し

た
。施
設
設
備
関
係
は
２８
億
６
、０
０
０
万
円
で
、大

学
・
短
大
の
田
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、女
子
高
校
校
舎

新
築
工
事
等
を
含
め
、
表
‐
２

の
と
お
り
充
実
を
図

り
ま
す
。資
産
運
用
支
出
は
第
２
号
基
本
金
組
入
れ
に

１
億
円
、第
３
号
基
本
金
引
当
資
産
組
入
れ
に
７
、

５
０
０
万
円
、引
当
特
定
資
産
に
８
、４
０
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。当
年
度
支
出
合
計
は
９５
億
３
、

３
０
０
万
円
で
、前
年
度
予
算
に
対
し
て
２６
億
６
、

７
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
、当
年
度
支
出
合
計
に

次
年
度
繰
越
支
払
資
金
１０
億
４
、７
０
０
万
円
を
加

え
た
支
出
の
部
合
計
は
、１
０
５
億
８
、１
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
。

「
消
費
収
支
予
算
」
表
‐
３

〔
消
費
収
入
の
部
〕帰
属
収
入
合
計
は
７０
億
１
、

５
０
０
万
円
で
、前
年
度
に
対
し
て
２
億
２
、９
０
０

万
円
の
減
少
を
見
込
み
ま
し
た
。基
本
金
組
入
額
合
計

１３
億
６
、６
０
０
万
円
を
控
除
し
た
消
費
収
入
の
部

合
計
は
５６
億
４
、９
０
０
万
円
で
、消
費
支
出
に
充
当

可
能
な
収
入
で
す
。

〔
消
費
支
出
の
部
〕人
件
費
は
３９
億
８
、１
０
０
万

円
で
、前
年
度
に
対
し
て
４
、９
０
０
万
円
減
少
、教

育
研
究
経
費
は
２０
億
２
、６
０
０
万
円
で
、前
年
度
に

対
し
て
２
億
８
、８
０
０
万
円
の
減
少
で
計
上
し
ま
し

た
。減
価
償
却
額
は
８
億
３
、３
０
０
万
円
で
、前
年

度
に
対
し
て
２
、６
０
０
万
円
増
加
で
計
上
し
ま
し
た
。

消
費
支
出
の
部
合
計
は
６８
億
３
０
０
万
円
で
、前
年

度
に
対
し
て
１
億
９
、５
０
０
万
円
減
少
と
な
り
ま
す
。

当
年
度
消
費
支
出
超
過
額
は
１１
億
５
、４
０
０
万

円
で
、こ
れ
に
前
年
度
か
ら
の
繰
越
消
費
支
出
超
過
額

４３
億
２
、５
０
０
万
円
を
加
え
基
本
金
取
崩
額
を
差

し
引
く
と
、翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額
は
５４
億

７
、９
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

以
上
が
平
成
２２
年
度
の
予
算
概
要
で
す
が
、学
生

生
徒
等
の
確
保
が
益
々
厳
し
く
な
る
中
で
の
財
政
基

盤
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、適
正
且
つ
厳
正
な
予
算
執

行
に
努
め
ま
す
。

平成２２年度 消費収支予算書
平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

表‐３平成２２年度 消費収支予算書の内訳

消費収入の部

増 減（△）

△１７４，１７０

△２，３６０

△１７，１３０

△１，７００

５，５６０

△１８，２２０

△２１，５３０

△２２９，５５０

２，９７０，４４０

２，７４０，８９０

前年度予算額

５，３２８，９５０

１５８，０２０

２８，８７０

１，１８５，５６０

１３５，３４０

２３９，０２０

１６９，１９０

７，２４４，９５０

△４，３３６，８４０

２，９０８，１１０

２２年度予算額

５，１５４，７８０

１５５，６６０

１１，７４０

１，１８３，８６０

１４０，９００

２２０，８００

１４７，６６０

７，０１５，４００

△１，３６６，４００

５，６４９，０００

科 目

学 生 生 徒 等 納 付 金

手 数 料

寄 付 金

補 助 金

資 産 運 用 収 入

事 業 収 入

雑 収 入

帰 属 収 入 合 計

基 本 金 組 入 額 合 計

消 費 収 入 の 部 合 計

消費支出の部

増 減（△）
△４９，３２０

（△３５，５３０）

△２８８，７２０

（２７，７４０）

１７，４００

（△１，５４０）

６，０６０

１１９，１５０

０

△１９５，４３０

前年度予算額
４，０３０，８５０

（１０５，１４０）

２，３１４，９４０

（７２４，５１０）

５７７，０４０

（８２，４４０）

２２，６７０

３５，３００

１８，５００

６，９９９，３００

４，０９１，１９０

２５０，０３０

１５，６７０

４，３２５，５５０

２２年度予算額
３，９８１，５３０

（６９，６１０）

２，０２６，２２０

（７５２，２５０）

５９４，４４０

（８０，９００）

２８，７３０

１５４，４５０

１８，５００

６，８０３，８７０

１，１５４，８７０

４，３２５，５５０

１，３２０

５，４７９，１００

科 目
人 件 費

（退職給与引当金繰入額）

教 育 研 究 経 費

（ 減 価 償 却 額 ）

管 理 経 費

（ 減 価 償 却 額 ）

借 入 金 等 利 息

資 産 処 分 差 額

〔 予 備 費 〕

消 費 支 出 の 部 合 計

当年度消費支出超過額

前年度繰越消費支出超過額

基 本 金 取 崩 額

翌年度繰越消費支出超過額

（単位／千円）

（単位／千円）

平成22年度 予算

＜消費収入の部＞

＜消費支出の部＞
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ジョギング・ランニングコース�

軟式野球場� ラクロス・サッカー場�

クラブハウス�

弓道場�

駐輪場�

駐車場�

正門�

福岡市公園用地�

92m90m95m

80m
50m

貯留範囲�

雨水排水�
ルート�

中村学園田島グラウンドの治水対策について

かつての九州大学田島寮の跡地に新しく整備中の

「中村学園田島グラウンド」。南側に軟式野球場１面、

北側にラクロス兼サッカー場１面が整備され、それを

取り巻くように５００ｍのジョギング・ランニングコー

スが設置される予定です。また、正門そばには、管理

人室、更衣室、シャワー室のあるクラブハウス、５人

行射ができる弓道場も新設され、１００台が駐輪できる

駐輪場やマイクロバスも駐車可能な駐車場も設けられ

ます。

１０月１日に完成予定の同グラウンドの大きな特徴

は、大雨時に調整池の役割を果たすこと。昨年７月の

豪雨で田島地区で多数の浸水被害が出たこともあり、

地域住民及び福岡市下水道局から洪水抑制に協力して

ほしいとの依頼に応えた形となりました。普段は水は

けのいいグラウンドですが、大雨で樋井川の水位が上

がると排水口に作られた弁が閉じて雨水を貯める仕組

み。軟式野球場と周囲のジョギングコースが深さ２０

センチほどの調整池となり、１，０００�の雨水を貯めら
れる構造になっています。

こうした取り組みは、樋井川流域治水対策市民会議

及び NPO法人南畑ダム貯水する会、治水対策に詳し

い福岡大学工学部の渡辺亮一准教授からもご賛同をい

ただきました。

そのほか、光が拡散しないよう光の方向を制限した

光害防止対策型の夜間照明を設置し、地域の皆様の迷

惑にならないように努めています。

中村量一理事長、藤本淳学長ほか
関係者が出席し厳粛に行われました。

苅初（かりそめ）の儀

平
成
２２
年
５
月
７
日
�

中
村
学
園
田
島
グ
ラ
ウ
ン
ド

起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

TNCテレビ西日本「ハチナビプラス」（平成２２年５月２８日放送）
RKB毎日放送 「今日感テレビ」 （平成２２年６月１日放送）
FBS 福岡放送 「めんたいワイド」（平成２２年７月１３日放送）

各メディアでも
とりあげられています！
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中中村村学学園園大大学学のの学学生生寮寮「「曙曙寮寮」」でで、、学学生生企企画画のの運運

動動会会がが行行わわれれままししたた。。当当日日のの様様子子をを、、寮寮生生のの松松坂坂ささ

んんががレレポポーートトししててくくれれままししたた。。

私たち曙寮生は平成２２年５月８日に本学体育館にて運動

会を行いました。

今回が初めての試みだったため不安もありましたが、在

寮生１２２名中、約８０名という多数の参加もあり、大変充実

したものになりました。北棟と南棟からなる曙寮なので、

棟対抗で競技を行いました。

競技内容は、５人６脚、借り物競走、大縄跳び、風船割

りやリレーです。借り物競走は、「大分県出身の人を３人集めて」、「自分と違う血液型の人を１

人ずつ集めて」といった“お題”に沿って行われました。中には寮監さんや寮母さんが参加する

“お題”もあり、曙寮生の父と母として、競技に参加する場面もありました。競技を重ねるごと

に、各棟のチームワークも深まり、大縄跳びでは連続で８０回を超える素晴らしい記録をたたき出

すチームもありました。

結果は６４５点対７９０点で北棟の勝利となりました。優勝チームには、手作りの賞状とメダルと共

にお菓子やジュースを贈呈しました。他にも特別賞として、MVPやユーモア賞、応援賞があり

ました。また参加者全員に、参加賞と寮母さんから手

作りのおいなりさんとゆで卵の差し入れがありました。

その日の夜、参加賞として配られたお菓子やジュー

スを持ち寄り、各棟で打ち上げが行われ、１～４年生

が仲良く話に花を咲かせていました。今後もこのよう

な交流会を取り入れ、さらに親睦を深めていきたいと

思います。

人間発達学部 ３年 松坂久美子

大学オリジナルグッズの販売が始まりました
平成２２年５月２５日より、丸善キャンパ
スショップ中村学園大学店にて、大学オ
リジナルグッズ（第一弾）の販売が始ま
りました。
今回の販売アイテムはペンセット
（ボールペン、シャープペンシル、蛍光
ペン）と、クリアフォルダです。初めて
の学園グッズ販売ということもあり、初
日から手に取る学生の姿が多く見受けら
れました。今後、このほかにも学園グッ
ズの製作・販売を進めていく予定です。

付属幼稚園
だより

「なんだろう？」
中村学園大学付属あさひ幼稚園 主任教諭

山本 美香

ここに１枚の写真があります。こ
れは年長組の子どもたちが描いた
“等身大”の自分の絵です。題して
『もう一人の自分』。写真で見ると
小さく見えますが、実際には３�も
の高さにまで貼られた壁いっぱいの
絵の集合体です。
ある日、誰もいないその空間（「プ
レイアリーナ」と呼んでいます）に
年少の男の子が一人ぽつんとたたず
んでいました。仕切り棚に頬杖をつ
いて、自分の背よりも何倍も高く貼
られたその絵を飽くことなくゆっく
りとのんびりと見上げているのです。
その後ろ姿を見ていると、「一体、
彼はいま何を感じ、いま何を考えて
いるんだろう…」、そう思わずには
いられませんでした。
「なんだろう？」「大きいな！」
「ともだちがいっぱいだ�」、彼が
何を思い、考えていたのか、もちろ
んはっきりしたことはわかりません
が、その等身大の絵が彼に何かを訴
えていたこと、そして彼の心を動か
したことに違いありません。彼の隣
には、カプラ（フランス製の積み木）
を使った年長児の手による巨大なタ
ワーがそびえ、その周りには飯事（ま
まごと）道具や積み木、パズルなど
遊ぶものはたくさんありました。し
かし、彼はその玩具で遊ぶことなく、
ただただ絵だけをじ～っと眺めて、
最後には微笑みながら保育室に戻っ
て行ったのです。
「様々な環境が子どもたちに影響
を与える…」。子どもたちは、日々
その環境を通して遊び込み、また多
くを学んで育っていきます。子ども
たちの育ちにとって必要な環境とは
何か？ 改めて私たち保育者も、
日々「子どもにとっての環境」の意
味について学び続ける姿勢を忘れて
はならないと考えさせられた瞬間で
した。

曙曙寮寮運運動動会会

競競技技をを重重ねねるるごごととににチチーームムワワーーククもも深深ままりりままししたた。。
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５月２３日�、アクシオン福岡で、短期大学部
食物栄養学科２年生黒木優子さんのプロ５戦目
が行われました。対戦相手は、中国ライトフラ
イ級３位のリウ・ダ・リン選手。負けず嫌いの
黒木さんらしい攻め続けた試合運びで、見事勝
利！体力、精神面ともにますます磨きのかかる
黒木さんに、これからも大注目です。

試
合
前
の
時
点
で
２
勝
２
敗
の

黒
木
さ
ん
に
と
っ
て
、
プ
ロ
５
戦

目
と
な
る
今
試
合
は
、
絶
対
に
負

け
ら
れ
な
い
試
合
。
あ
と
２
勝
す

れ
ば
、
現
在
の
ラ
ン
ク
Ｃ
級
か
ら

Ｂ
級
に
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

試
合
１
ヶ
月
前
か
ら
朝
練
を
開

始
。
パ
ワ
ー
と
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け

る
た
め
、
朝
６
時
か
ら
７
時
半
ま

で
中
央
区
の
福
岡
市
動
物
園
の
階

段
を
使
っ
て
足
腰
を
鍛
え
、
夕
方
の
練
習
で
は
、

サ
ン
ド
バ
ッ
ク
で
３
分
間
の
連
打
ダ
ッ
シ
ュ
や
、

本
格
的
に
対
戦
相
手
を
想
定
し
た
練
習
の
く
り

返
し
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
対
戦
相
手
の
リ
ウ
・

ダ
・
リ
ン
選
手
は
、
足
を
使
っ
て
よ
く
動
く
黒

木
さ
ん
と
同
タ
イ
プ
の
ボ
ク
サ
ー
。「
同
じ
様

な
タ
イ
プ
は
や
り
や
す
い
。
自
分
の
ボ
ク
シ
ン

グ
を
貫
き
ま
す
」
と
黒
木
さ
ん
。

実
際
の
試
合
で
は
、「
１
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

相
手
の
様
子
を
伺
っ
て
い
ま
し
た
。
会
長
か
ら

は
、『
行
け
！
』
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

相
手
の
出
方
を
見
て
つ
い
つ
い
慎
重
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
左
ス
ト
レ
ー
ト
を
繰
り
出

す
と
相
手
が
明
ら
か
に
嫌
が
る
様
子
で
、
そ
の

瞬
間
『
い
け
る
』
と
思
い
ま
し
た
」
と
黒
木
さ

ん
は
冷
静
に
試
合
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
後
、

２
ラ
ウ
ン
ド
、
３
ラ
ウ
ン
ド
と
、
相
手
は
最
初

攻
め
る
も
の
の
、
そ
の
後
下
が
っ
て
し
ま
い
黒

木
さ
ん
が
詰
め
る
体
制
に
。「
相
手
の
方
が
背

が
高
い
の
で
手
も
長
く
、
体
重
も
少
し
重
い
の

で
す
が
、
途
中
全
く
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
」。

そ
れ
だ
け
試
合
に
集
中
し
、
有
利

な
状
況
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
４
ラ
ウ
ン
ド
目
、
今

試
合
一
番
の
パ
ン
チ
が
ク
リ
ー
ン

ヒ
ッ
ト
！
「
試
合
前
に
、
会
長
の

後
輩
の
監
督
さ
ん
に
教
え
て
い
た

だ
い
た
ボ
デ
ィ
を
打
つ
と
見
せ
て

頭
部
に
打
つ
パ
ン
チ
を
ふ
と
思
い

出
し
て
、
そ
れ
が
見
事
に
命
中
し

て
」
と
黒
木
さ
ん
。
試
合
途
中
で

は
、
相
手
に
パ
ン
チ
を
も
ら
っ
て

も
冷
静
に
笑
顔
を
見
せ
続
け
る
な
ど
、
心
理
面

で
も
相
手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
続
け
て
い

た
よ
う
で
す
。

「
追
い
込
む
ま
で
は
１
０
０
％
の
出
来
。
で

も
そ
こ
か
ら
詰
め
る
の
が
４０
％
。
逃
が
さ
な
い

で
連
打
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
も
っ
と
詰
め
る
練

習
を
し
て
お
く
べ
き
で
し
た
」
と
話
す
黒
木
さ

ん
の
心
は
、
も
う
す
で
に
１０
月
１７
日
久
留
米
で

行
わ
れ
る
次
の
試
合
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
ジ

ム
会
長
の
関
博
之
さ
ん
譲
り
の
美
し
い
フ
ォ
ー

ム
と
軽
快
な
動
き
で
、
専
門
家
の
間
で
も
注
目

度
の
高
い
黒
木
さ
ん
。�
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
�

と
い
う
大
き
な
夢
を
目
指
し
て
頑
張
れ
！
み
ん

な
が
応
援
し
て
い
ま
す
。

女
子
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

黒
木
優
子
さ
ん

中
国
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
３
位
に

見
事
勝
利
！
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10/2 土�

（コミュニケーション学）�
講  師�

●13：10～14：30（80分）西4号館5階 4505講義室�

短期大学部キャリア開発学科�

准教授 本山　和子�

定員/50名�

〈流通科学部・キャリア開発学科〉� 〈栄養科学部・食物栄養学科〉� 〈人間発達学部・幼児保育学科〉�

土� 定員/100名� 土� 定員/100名�10/16

A
コース�

10/9●13：00～13：10（10分） 西4号館5階 4505講義室�

学長／藤本　淳�開講式（挨拶）�

あなたの話は�
伝わっていますか？�

－コミュニケーションの阻害要因、促進要素－�

「油」と「脂」と�
私たちの食事�

食の国際化と�
地産地消�

講  師�
流通科学部　�

（食品流通学）�教　授 甲斐　諭�

●14：45～16：15（90分）西4号館5階 4505講義室�

（脂質栄養学・給食経営管理）�
講  師�

●13：00～14：30（90分）西1号館10階 大講義室�

栄養科学部�

准教授 岩本　昌子�

こころとからだの活性化�
－リラクセイションの体験－�

「食事バランスガイド」の�
活用と献立の工夫�

講  師�

●14：45～16：15（90分）中央南館1階 109栄養・調理学実習室�

短期大学部食物栄養学科　�

（栄養指導）�講　師 吉田　弘子�

（心理学）�
講  師�

●13：00～14：30（90分） 音楽館2階多目的ホール�

人間発達学部�

音楽の世界あれこれ�
－ピアノでクラシック音楽を楽しむ－�

（音楽）�
講  師�

●14：45～16：15（90分） 音楽館2階 多目的ホール�

人間発達学部�

教　授 福田　伸光�

教　授 　地　勝人�

公開講座のお知らせ　�
平成22年度【第37回】　�

受講料�
無料�

B
コース�

C
コース�

●公開講座の各コース開催日には、学内に託児所（ベビーシッター会社への委託）を設けております。
利用を希望される方は、直接下記の委託先へお電話にてお問い合わせください。�

なお、不測の事故に対応するため委託先が保険に加入いたしており、保険適用範囲以内では補償され
ますが、大学当局は事故の責任を負わないことを申し添えます。�

（株）テノ.コーポレーション ※（社）全国ベビーシッター協会正会員�
〒812-0035 福岡市博多区中呉服町1-26　フリーダイヤル.0120-8000-29�
8月18日（水）～各コース開催日の3日前まで�
　　　　　※受付時間  9：00～18：00（日・祝日は休み）�

●�
　�
●�
※�

委 託 先 �
　�
申込期限�
　�

Aコース　8月18日（水）～  9月21日（火）�
Bコース　8月18日（水）～  9月28日（火）�
Cコース　8月18日（水）～10月 5日（火）�

お申し込み期間�●『官製はがき』または『Eメール』にて、郵便
番号、住所、氏名、電話番号、受講希望コー
スを明記のうえ、右記の期間にお申し込みく
ださい。�

●定員になり次第、締め切らせていただきます。�

※受講申込者からご提供いただく個人情報は、受講票の発送、今後の公開講座開催に関する情報のご案内、公開講座の改善を目的とした統
　計資料を作成するためにのみ使用いたします。�

※電話・FAXでの申し込み受付はいたしておりません。�

●お申し込み方法について＜受講料無料＞� ●託児所のご利用について＜利用料無料＞�

〒814-0198 福岡市城南区別府5丁目7番1号  TEL.（092）851-2531（代）�
●Eメール n-kouza@nakamura-u.ac.jp�
●ホームページ　http://www.nakamura-u.ac.jp/

●お申し込み・お問い合わせ先�

学事課「公開講座」係�

開催日当日の申込不可�

ご参加をお待ちしています！

今年度で３７回目を迎える公開講座を開

催いたします。いずれのコ－スも、本学

の教育研究の基本である「学問と生活の

融合」を重んじた充実した内容にしてお

ります。多数の皆さまのご参加を心より

お待ちしています。 昨年度の様子
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学
校
法
人
中
村
学
園

創
立
記
念
式
典

挙
行

平
成
２２
年
５
月
１４
日
、
本
学
体
育
館
に
て
、

学
校
法
人
中
村
学
園
の
創
立
記
念
式
典
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
ま
ず
、
学
園
祖
中
村
ハ
ル
先
生
の

生
涯
を
つ
づ
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
た
後
、

中
村
量
一
学
園
長
か
ら
講
話
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
講
話
で
は
中
村
ハ
ル
先
生
の
思
い
出
や
、

建
学
の
精
神
等
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
学
生
（
※
）
の
表
彰

も
行
わ
れ
、
対
象
学
生
に
は
藤
本
淳
学
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

※
Ｇ
Ｐ
Ａ
…
本
学
は
、学
業
成
績
に
Ｇ
Ｐ（
グ

レ
イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
）
制
を
導
入
し
て
い
ま

す
。学
生
の
成
績
は
、（
秀
）・
優
・
良
・
可
・

不
可
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
評
価

を
優
（
特
優
（
秀
）
４
点
・
優
３
点
）・
良

２
点
・
可
１
点
・
不
可
０
点
に
点
数
化
し
て

Ｇ
Ｐ
と
し
、
各
履
修
登
録
科
目
の
Ｇ
Ｐ
に
そ

れ
ぞ
れ
の
科
目
の
単
位
数
を
乗
じ
た
値
の
合

計
を
、
全
履
修
登
録
科
目
の
合
計
単
位
数
で

除
し
て
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
グ
レ
イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
・

ア
ベ
レ
イ
ジ
）
を
算
出
し
ま
す
。
こ
の
数
値

で
、
１
単
位
当
た
り
ど
れ
だ
け
高
い
学
習
効

果
を
あ
げ
た
か
が
評
価
で
き
ま
す
。

曙
寮
に
お
け
る
宮
崎
県
の

口
蹄
疫
被
害
に
対
す
る
募
金
活
動

宮
崎
県
内
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
は
、
懸
命

の
防
疫
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
生
以
来

拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
畜
産
農
家
等
に
甚

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
曙
寮
で
は
５
月
中
旬
か
ら
６
月

中
旬
ま
で
の
約
１
ヶ
月
間
、
募
金
箱
を
設
置

し
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
募

金
は
、
畜
産
農
家
の
方
へ
の
励
ま
し
の
手
紙

を
添
え
て
宮
崎
県
に
寄
附
し
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
宮
崎
県
の
皆
さ
ま
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
事
態
の
収
束
を
お
祈
り
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

平
成
２２
年
度

後
援
会
地
区
連
絡
会
の
お
知
ら
せ

今
年
も
在
学
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
て
、

本
学
を
含
め
九
州
内
の
８
地
区
で
開
催
い
た

し
ま
す
。

連
絡
会
で
は
各
学
部
・
学
科
の
教
員
は
じ

め
担
当
職
員
が
各
地
区
へ
出
向
き
、
本
学
の

教
育
研
究
の
近
況
報
告
と
就
職
状
況
に
関
す

る
全
般
的
説
明
の
ほ
か
、
在
学
生
の
学
修
関

係
・
学
生
生
活
・
就
職
等
に
関
す
る
ブ
ー
ス

を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
希
望
者
に
は
、
教
員
に
よ
る
個
人
面
談

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
多
く
の
保
護

者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
積
極
的
に

大
学
教
職
員
や
保
護
者
の
皆
様
同
士
で
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
学
・
総
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
‐
８
５
１
‐
２
５
５
９（
直
通
）

内 容 等

◆受付開始 （受付終了は１５：００となります。ご了承ください。）

◆DVD上映 学園祖中村ハルの生涯「原点。」

◆全体会
�挨拶（後援会側代表） �学園状況報告（大学側代表）
◆就職に関する連絡会
�前年度の就職状況報告
�今年度の就職状況・就職活動の流れ・系統の特徴について
�本学卒業生の就職体験談DVD上映
�保護者の就職支援について �質疑応答
◆個別面談（希望者のみ）１人１０分程度
※面談の待ち時間に学修関係や学生生活、就職等の相談コーナー
もご利用いただけます。
面談終了後は流れ解散となります。

◆栄養科学部保護者対象説明会
「管理栄養士国家試験の現状と今後の対策について」終了後、個
別面談となります。

時 間

１２：３０～
１２：４５～１３：００

１３：００～１４：３０

１４：３０～１６：３０

１４：３０～１５：３０

会 場

西１号館１０階 大講義室（予定）

小倉リーセントホテル TEL０９３‐５８１‐５６７３

セントラルホテル佐世保 TEL０９５６‐２５‐０００１

アークホテル熊本 TEL０９６‐３５１‐２２２２

ブルーウェーブイン鹿児島 TEL０９９‐２２４‐３２１１

マリトピア TEL０９５２‐２３‐０１１１

エムアールティ・ミック TEL０９８５‐２２‐１１１１

トキハ会館 TEL０９７‐５３８‐３１１１

地 区

福岡（本学）

北九州

長崎（佐世保）

熊 本

鹿児島

佐 賀

宮 崎

大 分

開催日

９月１８日�

９月２５日�

９月２６日�

１０月３日�

【会 次 第】

昨年度の様子

【開催日及び会場】
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名
誉
教
授
称
号
記
授
与
式

平
成
２２
年
６
月
３
日
、
本
学
・
中
央
本
館

大
会
議
室
に
お
い
て
、
名
誉
教
授
称
号
記
の

授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
名
誉
教
授
の
称
号
記
が
授
与
さ
れ

た
の
は
、
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
で
教

授
を
務
め
ら
れ
た
古
賀
民
穂
先
生
で
す
。
長

き
に
わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
名
誉

教
授
称
号
記
授
与
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
学
の
教
職
員
が
一
堂
に
会
す
る
中
、
中

村
理
事
長
よ
り
称
号
記
が
授
与
さ
れ
る
と
、

会
場
は
拍
手
喝
采
。
古
賀
教
授
の
晴
れ
舞
台

を
皆
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

公
開
授
業
（
授
業
参
観
）
を
実
施

平
成
２２
年
５
月
１５
日
か
ら
２１
日
に
か
け
て
、

公
開
授
業
（
授
業
参
観
）
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
専
任
教
員
が
担
当

す
る
科
目
を
教
職
員
が
参
観
し
、
自
身
の
授

業
に
取
り
入
れ
た
い
点
や
感
想
、
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
相
互
に
確
認
し
あ
う
こ
と
で
、
学

生
に
と
っ
て
よ
り
分
か
り
や
す
い
授
業
に
改

善
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
大
学
（
栄
養
科
学
部
、
人
間
発
達
学

部
、
流
通
科
学
部
）
が
開
講
す
る
２
８
２
の

科
目
を
対
象
に
授
業
参
観
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
学
で
は
Ｆ
Ｄ
委
員
会
、
Ｆ
Ｄ
推
進
セ
ン

タ
ー
、
Ｆ
Ｄ
推
進
委
員
会
と
各
教
育
セ
ン

タ
ー
が
連
携
し
、
全
学
的
な
Ｆ
Ｄ
（
授
業
の

内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
の
組
織

的
な
活
動
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
入
生
宿
泊
研
修

平
成
２２
年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
新

入
生
の
宿
泊
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修

は
各
学
科
単
位
で
１
泊
２
泊
に
て
行
わ
れ
、

研
修
場
所
に
は
本
学
の
施
設
�
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
ほ
く
さ
ん
�（
佐
賀
市
富
士
町
北
山
湖

畔
）
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
各
学
科
の
教
学

内
容
と
絡
め
た
研
修
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
仲
間
と
寝
食
を
共
に
し

語
り
合
う
こ
と
で
、
互
い
の
新
た
な
一
面
を

発
見
す
る
な
ど
、
学
生
た
ち
の
成
長
の
場
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

留
学
生
新
入
生
歓
迎
会

平
成
２２
年
５
月
１３
日
、
食
育
館
に
お
い
て
、

留
学
生
新
入
生
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
今
年
度
か
ら
設
立
さ
れ
た
留
学
生

交
流
会
（
留
学
生
会
）
の
披
露
も
兼
ね
て
お

り
、
関
係
教
職
員
・
留
学
生
・
日
本
人
代
表

学
生
の
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
藤
本
学
長
が
新
入
生
へ
の
歓

迎
の
辞
を
述
べ
た
後
、
留
学
生
交
流
会
を
代

表
し
て
王
さ
ん
か
ら
、
留
学
生
交
流
会
設

立
の
趣
旨
な
ら
び
に
関
係
教
職
員
へ
の
お

礼
の
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

日
本
人
学
生
を
代
表
し
て
合
同
学
友
自
治

会
会
長
の
久
富
さ
ん
か
ら
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
中
国
語
で
、
留
学
生
の
み
な
さ
ん

に
暖
か
い
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

中
村
理
事
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
懇

談
が
始
ま
り
、
留
学
生
と
教
職
員
、
日
本

人
学
生
が
食
事
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
交
流
を

深
め
合
い
ま
し
た
。

本
学
に
は
新
入
生
２６
名
を
含
め
、
中
国
、

台
湾
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
か
ら
の
留
学

生
７５
名
が
学
ん
で
い
ま
す
。
日
本
人
学
生
と

お
互
い
に
よ
い
刺
激
を
与
え
合
い
な
が
ら
充

実
し
た
学
生
生
活
を

送
り
、
卒
業
後
は
世

界
で
活
躍
で
き
る
人

材
と
な
れ
る
よ
う
、

願
っ
て
い
ま
す
。

学
生
が
発
表

〜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
会
〜

平
成
２２
年
６
月
２６
日
、
福
岡
市
内
で
開
催

さ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
会
西
日

本
支
部
役
員
会
・
総
会
に
お
い
て
、
短
期
大

学
部
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
の
手
嶋
准
教
授
ゼ

ミ
所
属
の
学
生
５

名
が
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
発
表
内

容
は
「
大
名
に
関

す
る
調
査
報
告
」

で
、
福
岡
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
心
地
で
あ

る
福
岡
市
中
央
区
大
名
に
つ
い
て
、
成
長
の

歴
史
や
課
題
点
の
説
明
、
新
た
な
展
開
へ
の

提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

短期大学部
キャリア開発
学科の宿泊研
修の様子
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甲斐 諭 教授
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古賀 和博 准教授
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津田 博子 教授

〈研究者〉津田 博子 教授
（大学・栄養科学部）

助成団体／株式会社シノテスト
助成金名称／研究助成寄付金
助成金額／５０万円

�
�
�
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�
�
�

田村 知子 講師

〈研究者〉田村 知子 講師
（大学・栄養科学部）
※共同研究

助成団体／財団法人パナソニック
教育財団

助成金名称／先導的実践研究助成
助成金額／１４８万円

管
理
栄
養
士
国
家
試
験

合
格
状
況

第
２４
回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
（
平
成
２２

年
３
月
２１
日
実
施
）
の
合
格
者
が
、
平
成
２２

年
５
月
７
日
、
厚
生
労
働
省
よ
り
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
本
学
栄
養
科
学
部
で
は
、
平
成
２１

年
度
卒
業
生
２
１
７
名
が
受
験
し
、
そ
の
う

ち
２
０
３
名
が
合
格
、
合
格
率
９３
・
５
％
と

い
う
結
果
で
し
た
。

な
お
、栄
養
士
養
成
施
設
卒
業
生（
既
卒
）

を
含
む
全
受
験
者
（
２
５
、０
４
７
名
）
の

試
験
結
果
は
、
合
格
者
数
８
、０
５
８
名
、

合
格
率
３２
・
２
％
で
し
た
。

教
員
の
表
彰

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会

専
門
委
員
に
再
任

平
成
２２
年
４

月
１
日
、
甲
斐

諭
教
授
（
大

学
・
流
通
科
学

部
）
が
内
閣
府

食
品
安
全
委
員
会
専
門
委
員
に
再
任
さ
れ
ま

し
た
（
任
期
は
平
成
２２
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
２４
年
の
３
月
３１
日
）。

先
進
国
で
は
、
食
品
の
安
全
性
を
「
リ
ス

ク
ア
ナ
リ
シ
ス
」
の
手
法
に
よ
っ
て
担
保
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
ア
ナ
リ

シ
ス
は
リ
ス
ク
評
価
、
リ
ス
ク
管
理
、
リ
ス

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
３
要
素
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
閣
府
食
品
安
全

委
員
会
は
リ
ス
ク
評
価
を
担
当
す
る
役
所
で

あ
り
、
客
観
的
立
場
か
ら
科
学
的
知
見
に
基

づ
き
、
リ
ス
ク
の
評
価
を
し
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
リ
ス
ク
管
理
は
厚
生
労
働
省
と
農
林

水
産
省
が
担
当
し
、
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
上
記
の
３
つ
の
官
公
庁
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

モ
ダ
ン
ア
ー
ト
展
・
佳
作
賞

損
保
ジ
ャ
パ
ン
美
術
財
団
奨
励
賞
を
受
賞

２
０
１
０
年

第
６０
回
モ
ダ
ン

ア
ー
ト
展
に
お

い
て
、
古
賀
和

博
准
教
授
（
短

期
大
学
部
・
幼
児
保
育
学
科
）
が
デ
ザ
イ
ン

部
門
に
出
展
し
た
立
体
作
品
「Flexible

O
b-

ject'10

―
廻
―
」
が
、
佳
作
賞
・
損
保
ジ
ャ

パ
ン
美
術
財
団
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

モ
ダ
ン
ア
ー
ト
展
は
、
東
京
都
美
術
館
の

改
修
に
伴
う
休
館
の
た
め
、
来
年
度
ま
で
は

仙
台
・
名
古
屋
・
京
都
・
福
岡
で
の
分
散
展

と
な
り
ま
す
。
本
作
品
は
福
岡
市
美
術
館
に

て
８
月
３
日
〜
８
日
ま
で
開
催
の
福
岡
展
に

て
展
示
さ
れ
ま
す
。

制
作
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
変
形
の
プ
ロ
セ

ス
を
デ
ザ
イ
ン
エ
レ
メ
ン
ト
と
し
、
素
材
の

展
開
に
よ
っ
て
空
間
に
構
成
さ
れ
る
造
形
」

ま
わ

め
ぐ

で
、
廻
り
廻
る
事
象
を
螺
旋
構
造
で
抽
象
的

に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
助
成
・
受
託
研
究
採
択

内
臓
脂
肪
に
よ
る
抗
凝
固
因
子

プ
ロ
テ
イ
ン
Ｓ
産
生
調
節
の
解
析

女
性
は
男
性
に
比
べ

て
動
静
脈
血
栓
症
の
発

症
率
が
低
い
が
、
閉
経

後
に
は
血
栓
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
く
る
。

一
方
、
閉
経
後
に
は
内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
背

景
と
し
て
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
、
高
血
圧
、

脂
質
異
常
症
を
合
併
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
罹
患
者
も
増
加
す
る
。
抗
凝
固

因
子
プ
ロ
テ
イ
ン
Ｓ
産
生
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
、
血
中
プ
ロ
テ
イ
ン
Ｓ

低
下
は
静
脈
血
栓
症
の
危
険
因
子
と
な
る
。

本
研
究
で
は
、
閉
経
前
後
の
肥
満
女
性
を
対

象
に
し
て
、
脂
肪
の
体
内
分
布
、
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
お
よ
び
プ
ロ
テ
イ
ン
Ｓ
の
血
中
動
態
と

生
活
習
慣
と
の
関
連
を
検
討
し
、
閉
経
後
女

性
の
易
血
栓
性
防
止
の
方
策
を
明
ら
か
に
す

る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
研
修
パ
ッ
ク
の
開
発

本
研
究
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
学
校
に
定
着
・
促

進
さ
せ
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
適
切
か

つ
効
果
的
な
実
践
を
促
進
す
る
方
法
論
と
し

て
、
学
校
教
職
員
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な

関
係
者
の
参
画
が
可
能
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

型
校
内
研
修
の
内
容
・
方
法
を
開
発
し
、
研

修
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
研
修
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
を
作

成
し
、
そ
の
普
及
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
特

色
は
、
田
村
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
理
論
を
踏
ま
え
た
校
内
研
修
を
開
発

す
る
点
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
研

究
者
及
び
現
場
教
師
が
協
同
的
に
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
上
で
、
実
際
に
実
施
し
、

そ
の
成
果
を
取
材
・
撮
影
し
て
研
修
パ
ッ
ク

を
開
発
す
る
点
に
あ
る
。
開
発
全
般
に
わ

た
っ
て
理
論
と
実
践
を
融
合
さ
せ
、
極
め
て

実
用
性
の
高
い
成
果
物
が
開
発
さ
れ
る
。
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◎基盤研究（Ｃ） ※平成２２年度交付額（直接経費＋間接経費）

◎若手研究（Ｂ）

平成２２年度科学研究費補助金交付決定
平成２２年度科学研究費補助対象研究が次のとおり決定しました（平成２１

年度からの継続分は除く）。
なお、交付決定件数は、新規８件・継続１１件の計１９件でした。

［研究代表者］ 三成 由美 教授（大学・栄養科学部）
［研究課題名］ 保育所乳幼児の腸内環境改善のための日本型薬膳メ

ニューの開発と評価
［平成２２年度交付額］１，９５０，０００円

［研究代表者］ 森山 耕成 教授（大学・栄養科学部）
［研究課題名］ 新規開発「低エネルギーかさ高食」と味覚物質の便

秘、肥満、糖尿病への治療応用
［平成２２年度交付額］１，０４０，０００円

［研究代表者］ 笠原 正洋 教授（大学・人間発達学部）
［研究課題名］ 保育者用の児童虐待防止活動包括プログラムの開発
［平成２２年度交付額］１，１７０，０００円

［研究代表者］ 中島 憲子 講師（大学・人間発達学部）
［研究課題名］ 学校体育・スポーツがスポーツ観形成およびスポー

ツ価値意識に及ぼす影響
［平成２２年度交付額］１，５６０，０００円

［研究代表者］ 内田 和宏 講師（短大・食物栄養学科）
［研究課題名］ メタボリックシンドロームの発症に及ぼす栄養素摂

取および食物消費構造の影響について
［平成２２年度交付額］７８０，０００円

［研究代表者］ 那須 信樹 准教授（短大・幼児保育学科）
［研究課題名］ 組織的な保育力向上をめざす保育者研修の開発に関

する研究
［平成２２年度交付額］２，０８０，０００円

［研究代表者］ 近江 雅代 准教授（大学・栄養科学部）
［研究課題名］ 大量調理における生食用野菜の殺菌方法の有効性に

ついての検討
［平成２２年度交付額］６５０，０００円

［研究代表者］ 橋本 弘治 講師（短大・幼児保育学科）
［研究課題名］ 鞍点型問題に対する高速精度保証付き数値計算法の

構築
［平成２２年度交付額］１，８２０，０００円

飼牛教授の著書
ベンガル語翻訳版
が出版

平成２２年２月、飼牛万里教授（大学・流通科学
部）の著書「The Keeper of the Flame」のベンガ
ル語翻訳版が、バングラデシュで出版されました
（ニキール・プロカション社より）。
ベンガル語版の発行は、バングラデシュの著名
な作家ファクルザマン・チョウドリー氏が、飼牛
教授が英語で執筆した著書に強く感銘を受けたこ
とを発端に、飼牛教授との１年余の交流を経て実
現しました。バングラデシュで毎年２月に開催さ
れる、本に親しむ機会を国民に提供するための
ブックフェア「ボイメラ」にも出展されました。
新聞や月刊誌に掲載されるなど広く紹介され、注
目を受けています。

教員の出版物
著者は、本学教員のみ記載、

（ ）内は出版社、発行年月

「倫理問題に
回答する」

小阪 康治
短期大学部・キャリア開発学科・教授 単著

（ナカニシヤ出版 平成２２年２月）

「改訂応用栄養学」

津田 博子
大学・栄養科学部・教授 共著

（建帛社 平成２２年２月）

「応用栄養学
［改訂第３版］」

津田 博子
大学・栄養科学部・教授 共著

（南江堂 平成２２年４月）

「わかりやすい臨床
栄養学［第２版］」

今井 克己 大学・栄養科学部・教授

近江 雅代 大学・栄養科学部・准教授 共著

（三共出版 平成２２年４月）

「食品安全・衛生学
実験」

古賀 信幸 大学・栄養科学部・教授

太田 千穂 大学・栄養科学部・助教 共著

（講談社サイエンティフィク 平成２２年４月）

「大学生になったら
洋書を読もう」

津田 晶子
短期大学部・食物栄養学科・講師 共著

（アルク 平成２２年４月）

「『ワークショップ型校内研修』
で学校が変わる学校を変える」
田村 知子
大学・栄養科学部・講師 共著

（教育開発研究所 平成２２年５月）

「養護原理」

�地 勝人
大学・人間発達学部・教授 共著

（ナカニシヤ出版 平成２２年６月）

「改訂食品学�・�」

橋本俊二郎
短期大学部・食物栄養学科・教授 共著

（建帛社 平成２２年３月）

韓国語版が
発行され
ました！

「食農資源の
経済分析」

甲斐 諭
大学・流通科学部・教授

単著

「NAFLD/NASHの
予防・管理における
栄養ケア・ステーションの役割」
大部 正代
大学・栄養科学部・教授

（医歯薬出版）

「臨床栄養」
（臨時増刊号）
にトピックス
として掲載
されました！
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